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02 LIXIL eye no.2 風景をデザインする　海外編

ソウルは2010年、世界デザイン首都に選定され、そのため、現在も美学的でゆとりの
ある韓国の首都をつくろうという先端的な流れがある。
このプロジェクトは、ソウルの漢江北部にある高級住宅エリアに立地する集合住宅

「漢南ザ・ヒル（HANNAM THE HILL）」のランドスケープデザインである。
韓国の伝統的な自然観は日本とは異なる。例えば日本の桂離宮のように、自然を縮
景し、平坦地に池と起伏ある山をつくるなど、庭園の美学を求めるものではない。韓
国の代表的な庭園、昌徳宮の「秘苑」のように、自然の岩をそのまま景石とし、水の流
れを細工して、自然をありのままに受け入れる美意識を持つ。言い換えれば、日本は
住宅敷地内に美しい自然をつくり出すが、韓国は美しい自然の中に住宅を建てる、と
いう大きな差だ。
ここは、3─12階建ての集合住宅32棟に600世帯が住む大規模な都市型住宅
群だ。そこで、韓国近代住宅景観の新しい可能性、新しいコミューナル（共同的）な
空間の可能性、それらがここで花開くようにしたいと思った。このため「水の広場」で
は、地層を抽象化した壁の滝と、水と緑の連続景観が住宅群を包み、詩的インパクト
を与えるランドスケープを目指した。

ささき・ようじ─京都造形芸術大学教授、
ランドスケープ・アーキテクト／1947年生
まれ。神戸大学卒業、大阪府立大学大学
院修士課程修了。カリフォルニア大学大学
院・ハーバード大学大学院客員研究員。帰
国後、鳳コンサルタント環境デザイン研究所
設立。2000年より現職。
主なランドスケープ作品：さいたま新都
心 けやき広場［2000］、六本木ヒルズ
［2003］、シンガポール理工科系専門学校
［2007］など。
主な著書：『佐々木葉二 作品集』［マルモ出
版／2004］、『ランドスケープの近代』［共
著、鹿島出版会／2010］など。

プロジェクト概要
名称：漢南ザ・ヒル（HANNAM THE HILL）
所在地：韓国ソウル特別市漢南洞
主要用途：集合住宅
発注者：Han’s Jaram Co., Ltd 
ランドスケープ設計：佐々木葉二＋鳳コンサ
ルタント環境デザイン研究所
敷地面積：11.15ha
工期：2008.9─2011.1

佐々木葉二
Yoji Sasaki

水の広場：滝からは霧と虹が発生し、静かな水音が背景になる［写真：吉武宗平］
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はじめに
片倉館の入り口は、斜め45度内側を向いている。まるで森山松之助が斜めに構えて「よう、

また来たか」と言っているようだ。設計者・森山松之助は明治2年に生まれ、昭和24年に亡

くなった。いわば日本近代をほぼすべて生きた人物だが、回り道が多い遅咲きの人生だった。

結核のため病弱だったが、学生時代から遊郭に入り浸った。しかし、建築家としての腕は確か

で多くの代表的な台湾の公共建築を設計した。洋風建築に優れていたのはもちろん、帰朝後

は和風からモダニズムまで高いデザイン力を見せた。設計に向き合う姿勢は実直で、宮家の御

殿から工場や倉庫まで同様に取り組んだ。建築作品は多彩、人生も波乱万丈であった。

名家に生まれるが地位や権力に反抗
森山松之助は外交官・森山茂［1］の長男として生まれたが、両親の離婚から叔父の五代友厚［2］

の家で育てられた。家庭の愛情に恵まれず、父への反抗心から、以後も地位や名声には興味を

示さず斜めに構えた人生を送った。姉の愛子は、高山歯科医学院を創設した高山紀齋［3］と結

婚する。森山は学習院尋常中学校、第一高等学校を経て、明治26年に帝国大学工科大学造

家学科に入学する。この年の3月、一高時代の後輩・中條精一郎の下宿で、生涯親交が続く

血脇守之助［4］と出会い、高山歯科医学院への入学を勧めた。その後、血脇は高山歯科医学

院の経営を引き継ぎ、東京歯科大学の創始者となる。森山は28歳で大学を卒業し、以後大学

院に5年間在籍し、「造家上換気及び暖房」を専攻した。大学卒業後の10年間は、結核のせ

いか定職に就かず、仕事としては嘱託、講師、執筆活動などしか確認できない。一方、私生活

では芸者遊びで散財し、親から勘当されて借金取りに追われ、友人宅を転々としていた。この

間、岡田時太郎の家に4年ほど居候する［5］。岡田は辰野金吾のもとから独立し、岡田工務所

を設立した直後なので、設計を手伝っていたのであろう。その頃の岡田の作品は牛久シャトー

と軽井沢の三笠ホテルだが、両者とも森山らしい意匠であり、関与の可能性がある。岡田が満

州へ行くことになり、森山は自らが設計した血脇邸兼診療所に居候をした。そこへ医者仲間の

後藤新平［6］が訪れ、診療所の建物を気に入り、設計者を尋ねたところ森山が居合わせ、台湾行

きを勧められたと伝えられている［7］。辰野金吾推薦説［8］もあるが、血脇の影響も考えられる。

血脇は明治33年に台湾渡航を願い出たが、日本の歯科界のためにと高山紀齋他から慰留され

断念した経緯があった。森山は37歳でやっと嘱託とはいえ定職に就いたが、台湾行きは結核

患者として相当な冒険だった。

台湾総督府営繕課での活躍
日本占領時代の台湾は、児玉源太郎が第4代総督だった明治31年から39年に、民政長官・

後藤新平により都市基盤が整備された。当初、日本人は木造建築を主体に考えていたが、白

蟻被害により数年で建て替えざるを得ない建築も出てきた。また、台風の度に大被害を受け

る経験から、風土に合った建築が求められていた。日本にとって初の植民地となった台湾経営

は、本土でできない理想の都市を実現しようとしたもので、営繕組織も新進気鋭であった。そ

の代表例が鉄筋コンクリートの導入であった。尾辻國吉が書いた『明治時代の思ひ出』［9］に

よると、それまで台湾総督府営繕課では、鉄筋コンクリートを床や屋根など部分的に用いてき

たが、台北市電話交換局で最初の全鉄筋コンクリート造に踏みきった。これは、森山松之助の

台湾での初仕事で、明治42年に竣工した。日本初の全鉄筋コンクリート造事務所建築は、遠

藤於
お

菟
と

設計の三井物産横浜支店と言われているが、それより２年早いことになる。つまり、日

本人建築家で最初に全鉄筋コンクリート造事務所建築を設計したのは森山であると言えるだろ

う。もちろん台湾総督府営繕課の技術蓄積があってこそだが、後年、辰野金吾も視察に来て、

壁の薄さに驚いている。ただし、台北市電話交換局は小規模な２階建てだったため、試験的に

全鉄筋コンクリート造にしたようである。同年竣工の土木部庁舎は大規模であったこともあり、

壁体は煉瓦造で、各階床を鉄筋コンクリート造にして手堅く設計された。

台湾総督府の営繕課は組織で設計しているため、個人名を出していない。意匠の決定権は課

長にあったと考えられるが、帝大卒の技師が何人もいた中で、担当者が誰だったか、つまり誰の

筆で誰のデザインかは、興味深いところである。担当者を知る資料には、前出の尾辻の文章、

および中條精一郎の文章［10］などがあり、それを参考に裏付けするしかない。担当者を推測す

るもう一つの目安として意匠がある。森山は卒業設計の「UNIVERSITY HALL」で、背面入り

口両側に2本の塔を付け、その上に反りがある方形屋根を用いている。この形は独特で、他の

建築家の作風にはあまり見られない。台湾総督府営繕課の建築でこの方形屋根が現われた場

合は、森山の関与が考えられる。

台湾総督府新庁舎建設への道
森山松之助は多くの作品を台湾に残したが、台湾総督府新庁舎を建てるために台湾へ行ったと

言っても過言ではない。台湾総督府新庁舎のコンペは、森山が台湾に来た翌年の明治40年

に行われた。結果は甲賞なしで乙賞に長野宇平治案が選ばれた。『総督府物語』［11］によれ

ば、台湾総督府時代の公文書により、森山が実施設計の中心人物だったことが判明している。

長野案と実施では大きく異なり、地上60ｍの塔、両翼を強調するペディメントやオーダーなど、

斜めに構えた人生 親しみやすい作風 古田智久
Tomohisa Furuta

［1］　森山茂［1842─1919］
明治2年から10年まで日朝関係を専門とする外交官と
して活躍し、元老院議官、富山県知事を経て、明治27年
から亡くなるまでの25年間は貴族院議員を務めた
［2］　五代友厚［1836─85］
薩摩藩士として英国留学。倒幕に活躍し、明治維新後は
判事となるが、1年で官を辞し、以後、大阪財界人として
活躍した
［3］　高山紀齋［1851─1933］
明治5年から11年までアメリカで歯科医学を学んで帰
国し、黎明期の日本歯科医学教育の体制づくり、歯科界
の結束づくりに尽力。東京歯科大学の前身、高山歯科
医学院を創設した
［4］　血脇守之助［1870─1947］
24歳で歯科医師を目指し高山歯科医学院に入学。明
治34年に高山歯科医学院を継承するかたちで東京歯
科医学院（後の東京歯科大学）を設立し、血脇歯科診療
所を開設。以後、歯科医学教育はもちろん、日本歯科医
師会会長として歯科界の運営に尽力した。野口英世を
支援したことでも有名

特集1［本論］

台中州庁（現・台中市政府）［1913］
煉瓦造2階建。縦長の伸びやかなプロポーション。マ
ンサード屋根は通風冷却用と考えられる【市定古蹟】［写
真：筆者］
台北州庁（現・監察院）［1915］
煉瓦造2階建。セセッションの影響を受け、様式の解体
と混合が現われている独特な意匠である【国定古蹟】［写
真：筆者］
台南州庁（現・国立台湾文学館）［1916］
煉瓦造2階建。戦災を受け、最近まで低い勾配屋根だっ
たが、台湾の人々の尽力により、豊かな膨らみのマンサー
ド屋根やドームが戦前の姿に復元された【国定古蹟】［提
供：トリップアドバイザー］

台湾総督府新庁舎（現・総統府）［1919］
RC造、一部煉瓦・石造4階建、地下1階。長野宇平治
案とは大きく異なり、中央・両翼部の強調が中央政庁に
ふさわしい意匠となっている。ルスティカオーダーによ
る過多な装飾が南国らしい【国定古蹟】［写真：筆者］

［5］　森山と岡田時太郎の接点は不明だが、明治34年
10月号の『建築雑誌』の転居欄に「岡田時太郎方」とあ
るため、居候していたと思われる。また同誌明治38年
3月号の転居欄には「血脇方」と記載がある
［6］　後藤新平［1857─1929］
愛知県医学校で医者となり、24歳で学校長兼病院長と
なる。明治15年、その実績と才能から内務省衛生局に
入り、医者よりも官僚として活躍する。明治31年、台湾
総督府民政長官となり、明治39年、南満洲鉄道初代総
裁に就くまでの間、台湾の都市基盤整備、阿片・マラリ
ヤの撲滅など、医師ならではの衛生・都市政策を行った
［7］　血脇の長男・日出男氏の回想による
［8］　辰野金吾推薦説については、『建築人国雑記』［高
杉造酒太郎著、日刊建設工業新聞社／1973］、『師と
友─建築をめぐる人々』［森井健介著、鹿島出版会／
1967］に記述がある
［9］　尾辻國吉「明治時代の思ひ出」『台湾建築会誌』
1941.8
［10］　中條精一郎「台湾の建築」『建築画報』1915.1
［11］　『総督府物語』黄俊銘著［遠足文化事業股份有
限公司／2004］

特集 1
新・生き続ける建築─ 2

明治2年、大阪に生まれた森山松之助は、学習院、一高を経て、帝大造家学科に入
学。結核のため周囲より少し遅れたスタートになったが、成績は優秀で卒業論文と
卒業設計では首位を占めた。病弱のため30歳を過ぎても定職には就かずにいた
が、処女作になった生涯の友・血脇守之助の診療所を後藤新平に見初められたこと
が縁で、森山は台湾に活躍の場を与えられた。そこで才能を開花させ、その後15
年あまりを台湾総督府営繕課で腕を振るった。台湾総督府新庁舎など、手掛けた官
庁建築の多くは今も大事に使われ続けている。しかし、森山はなぜか早々と台湾に
見切りをつけ、活躍の場を東京に移した。その後は和風、洋風、中国風、モダニズム
建築と多彩な様式を巧みに使い分け、東京歯科医学専門学校を始めとする民間建
築を多数手掛けた。
「新・生き続ける建築」の第2回は、今まであまり注目されることのなかった森山松
之助という建築家の特異な生涯と、その作品に光を当てた。

M
atsu

n
osu

ke M
oriyam

a

［所蔵：森山慶之助］

森山松之助
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南国らしい華やかさに中央政庁の威厳が備わった。床にカーン式鉄筋コンクリート［12］を用い

るなど、構造面でも先進的であった。

他の作品は台湾総督府新庁舎の仕事と並行して進められたが、どれも森山らしい個性的な意匠

で興味深い。台中、台北、台南の各州庁の意匠が異なっているのも面白い。これらは南国の

建築らしく通風が良い。さらにマンサード屋根は通風による冷却効果をねらったものと考えられ

る。専売局庁舎、台南法院の設計担当者が文献上で確認できないものの、森山の設計と推定

しているのは、その個性的な意匠からである。

この頃課長に推されたが、「印判押すのは嫌だ」と断った。一技師として自ら設計し、現場も見

たかった森山にとって、地位や名誉は眼中になかった。台湾総督府新庁舎竣工後、森山は52

歳、「もう台湾には何もつくるものはない」とあっさり台湾総督府を辞して帰朝したと言われてい

る。しかしその足跡は大きい。森山の台湾での作風は、赤煉瓦に白い石で横縞を入れる辰野

式を基調としながら、過多な装飾を施す。この独特な装飾が、赤をラッキーカラーとし万事派手

好きな台湾人の趣味や南国の風土に調和している。

東京で建築事務所を開設
森山松之助は帰朝後、建築事務所を銀座にある義兄の高山歯科医院の一角に開業する。医院

の建物は間口3間ほどの2階建てで狭かったが、設計した建築は大小取り混ぜて相当数に及

ぶ。しかし、事務所や所員に関する記録は確認できない。

帰朝後最初の仕事が、学習院の後輩だった久
くにのみや

邇宮邦
くによしおう

彦王の御
お

常
つね

御殿である。現在、2階建て

の御常御殿と、謁見の間のある平屋を併せて「聖心女子大学パレス」と称しているが、森山が

設計したのは御常御殿のみである。昭和24年に大学敷地内で現在地に曳家された。他にも

数寄屋風住宅を設計し、また多くの住宅スケッチが残されている。東洋風作品は、東京神田に

あった旧中華料理店の杏花楼、新宿御苑に今も建つ台湾閣で、台湾時代の名残を感じさせる。

片倉館は、欧州の温泉を視察した2代目片倉兼太郎が、チェコのカールスバートのような施設を

実現しようと、地域住民のために建てた福祉施設である。台湾時代に森山が手掛けた北投温

泉公共浴場（現・温泉博物館）［13］には、プールのような深い浴槽と、洋風建築の中に畳敷の

大宴会場があり、これを知った片倉が、森山に設計を依頼したのかもしれない。片倉館の隣に

建つ片倉別邸（現・諏訪湖ホテル）は、別邸兼迎賓館として建てられ、洋館は板の間に暖炉が

付き、シャンデリアが下がる華麗な意匠であった。対して和館の客室は、久邇宮邸と同じ台湾

風の障子もあり、森山らしい意匠となっている。蜂須賀侯爵邸は、戦後しばらくオーストラリア

大使館公邸として使われていた。鉄筋コンクリート造らしく南面する窓が広く、室内が明るい。

内部はヴォールト天井にステンドグラスといった豊かな装飾で、和室も組み込まれており、鋳鉄

の扉がとりわけ美しかった。その他、鉄骨大空間の本所公会堂、佐世保市公会堂、そしてスク

ラッチタイルとテラコッタによる豊かな装飾に包まれた東京銀座の米井商店、丸嘉ビル、朝日石

綿ビルといったモダン建築の佳作も多く設計した。さらに、全く無装飾の明治乳業両国工場や

明治製菓銀座売店も設計している。

森山の帰朝後の代表作は、親友・血脇守之助のために設計した、東京歯科医学専門学校であ

ろう。水平連続窓をデザインの基軸として水平線を強調する。それだけでは単調なため垂直

線をアクセントとして入れている。装飾はないがスクラッチタイルによる確かな質感がある。

垂直連続半円形出窓は相当高価であったと察するが、その見事な構成美により昭和戦前モダ

ニズムの傑作として定評がある。同様に垂直連続出窓を用いた上伊那図書館（現・伊那市創

造館）を森山が基本設計をしたことが判明した。

現在残されている資料の中には、森山が施主に増額理由を説明し、苦労して承認を得る姿があ

りありと分かるものもある。53歳から72歳までの20年間、施主の要求に着実に応え、どんな

建築にも手を抜かず、真摯に設計活動を展開した背景には何があったのだろうか。大正8年に

は25年間貴族院議員だった父・茂が亡くなり、金銭には困っていなかったと推測されるが、楽

ではない設計の仕事がよほど好きだったのであろう。

森山松之助の作風と評価
戦争により建築の仕事がなくなった森山松之助は、空襲が始まった昭和19年に港区高輪から

世田谷区代田に転居し、昭和20年、山形県鶴岡市に疎開した。途中、荷物を載せた車両が爆

撃を受け、多くの設計図面が失われた。戦後は東京に帰ることなく、昭和24年、鶴岡市の齋藤

方［14］で逝去した。若い時から結核に苦しんだが満79歳であった。

日本近代建築史を彩る建築家たちは、“古典主義者”、“何々様式を得意とし…”などと1つの様

式を追及し完成度を高めたことや、意匠と思想を結び付けて評価される人も多い。しかし日本

近代建築の歩みは、西洋の組積造と様式の急速な導入、地震国であるための構造の工夫と鉄

筋コンクリート造の導入、植民地を獲得し地域が拡大したことによる異なる文化・風土への対応

と、絶え間ない刺激と変化の連続であった。森山はこれらに柔軟に対応し、洋風、和風、モダニ

ズム、どれも高いレベルでこなした。2つ年上の伊東忠太、長野宇平治、同世代の中條精一郎、

鈴木禎次、武田五一らが、最後まで歴史様式の作家であったのに対し、森山が新構造技術やモ

ダニズムを柔軟に吸収していったのは、台湾総督府営繕課が新進気鋭で鉄筋コンクリート造の

先進地であったこと、民間の建築家として限られた予算の中で施主の要望に応える努力をして

いたこと、さらに森山自身が欧米のモダンデザインをよく研究していたことが原動力であった。

多彩な作風は、老いてなお新しいものを取り入れる気概にあった。

蜂須賀侯爵邸［1927］
RC造2階建。外観はツタに覆われ細部意匠はよく分か
らなかったが、内部は極めて保存状態が良かった。昭和
62年に解体された［写真：筆者］

東京歯科医学専門学校［1929］
上─外観：SRC造6階建。建物の前面に歩道橋があ
り、スクラッチタイルの質感を間近に見ることができた。
汚れるほどに風格を増す、時の流れに耐え得るモダンデ
ザインだったが、昭和61年に解体された
下─大ホール：玄関ホールの奥に回廊に囲まれた大
ホールがあり、学校行事を行う大講堂として用いられた。
重厚さとモダンが共存し、トップライトから光が入る明る
い空間だった
［出典2点とも：『建築写真類聚 第6期 第23回 学校建
築 巻3』［洪洋社／1929］］

左─米井商店［1929］
RC造6階建。豊かなスクラッチタイルとテラコッタは、
昭和59年に改装された［出典：『美の彷徨─テラコッタ』
［伊奈製陶／1983］］
右─朝日石綿ビル［1932］
RC造6階建。当初は復興建築助成会社であった。羊
の頭や中世風の意匠でテラコッタ建築として有名だった
が、昭和63年に解体された［写真：筆者］

ふるた・ともひさ─横浜市役所・建築史研究者／1963年生まれ。1986年、日本大学理工学部建築学科卒業。1988年、同大学
大学院生産工学研究科博士前期課程修了。同年、横浜市役所勤務。かたわら日本近代建築史の研究を続ける。
主な著書：『近代和風建築』［共著、鹿島出版会／1988］、『建物の見方・しらべ方─近代産業遺産』［共著、ぎょうせい／1998］、『か
ながわ建築ガイド』［共著、神奈川県建築士会／2003］、『昭和初期の博物館建築』［共著、東海大学出版／2007］、『図説 近代神奈
川の建築と都市』［共著、神奈川県建築士会／2013］など。

卒業設計「UNIVERSITY HALL」
BACK ELEVATION［1897］
ゴシックを基調に変化に富んだ構成で、細部にフランボ
ワイヤン（火炎式トレーサリー）を用いる一方、至るところ
で様式の簡素化、直線化を試みている。入り口両側にあ
る、2本の塔の上の反りのある方形屋根が注目に値す
る。やや不調和だが、日本的なものを表す意図が読み取
れる。このモチーフは彼の作品に後も度々現れる
［所蔵：東京大学大学院工学系研究科建築学専攻］

上伊那図書館（現・伊那市創造館）［1930］
RC造4階建。森山の基本設計図面が数年前、神田の古
書店から発見された。設計者名は実施設計を行った黒
田好造とすべきだが、この建築の魅力である垂直連続窓
が、いかにも森山らしい［写真：筆者］［12］　カーン式鉄筋コンクリート

カーンバーという鉄筋を井桁に組んでカマボコ型のフロ
アタイル鋼を置き、コンクリートを打設する独特なシステ
ム。関東大震災で被害を受け、以後衰退した
［13］　昭和19年の『台湾建築会誌』に掲載された座談
会では、北投温泉は藤井某の設計で、森山は設計を監修し
たとされている

［14］　彫刻家・齋藤静美の実家。齋藤は彫刻家とし
て銅像などを制作していたが、森山と知り合い、建築鋳
物を手掛けるようになった。代表作にニコライ堂の十字
架がある
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竣工年：1924年
所在地：東京都渋谷区広尾4─3─1
構造・規模：木造2階建
【登録有形文化財】

特集1［作品］

久邇宮御常御殿

1　正面外観
入母屋に千鳥破風が特徴的である。東側から見る
と、１階の大屋根と小振りな２階のバランスが良く、
安定感がある
2　殿下御居間
書院造りだが、床、棚、書院は型にはまらず崩され
ている。くつろぐための部屋でありながら、花頭窓
の左にある重厚な帳台構えが、皇族の格式の高さ
を垣間見せている
3　内謁見室から妃殿下御書斎を見る
内謁見室は楠の1枚板と寄木の床が見事である。
絨毯を敷いて使われていたらしく、床の保存状態が
極めて良い。花頭窓の障子は細かい桟をあしらっ
た台湾風で、ひときわ繊細である。妃殿下御書斎
は両側に床の間がある
4　殿下御書斎
窓ガラス上の装飾が美しい。廊下は幅4尺、長さ
3間の欅の1枚板である。曳家前は遠方まで遮る
ものなく見渡せた。廊下との建具も透明ガラスな
のは、閉めたまま書斎から景色を楽しむためであろ
う。３枚引き戸の書棚とレコードキャビネットも保存
が良い。欄間の透かし彫りは、14弁の菊の家紋
とは異なり16弁である

1

2

3

4



10 LIXIL eye no.2 11LIXIL eye no.2特集1　新・生き続ける建築

竣工年：1927年
所在地：東京都新宿区内藤町11
構造・規模：木造平屋建
【都選定歴史的建造物】

特集1［作品］

御成婚記念御涼亭
（現・旧御涼亭（台湾閣））

1　旧御休息所
台湾に住む有志が、後の昭和天皇のご成婚を記念
して献金を集め、造営・献上した。主な構造材の
杉や、天井の鏡板の檜は台湾材で、卍型平面床の
敷瓦は中国製である。欄間には、ブロンズ製の格
子とガラスを嵌め込んでいる。当初は中国風の家
具が置かれていた
2　旧控室外観
円窓と八角窓が互い違いに並ぶのが美しい。屋根
を支える持ち送りは、日本では見られない形をして
おり注目に価する
3　玄関の円窓
「於物魚躍」の文字は“ああ満ちて魚躍れりと”の意
味で、天子を賛美する言葉である
4　池越しに見る
木造建屋を鉄筋コンクリートの脚で持ち上げ、水の
上に建つように見せている。屋根の反りや燕尾、
瓦がいかにも台湾風である。かつて開口部には氷
裂模様の斬新な意匠の折戸が入っていた。竣工時
に台湾総督府から贈られた台湾杉が、背景に大きく
枝を伸ばしている

1

3

2

4
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2

竣工年：1928年
所在地：長野県諏訪市湖岸通り4─1─9
構造・規模：浴場；鉄筋コンクリート造2階建、地下1階、一部3階　会館；木造、一部鉄筋コンクリート造2階建
【重要文化財】

特集1［作品］

片倉館

1　浴場棟1階大浴場
千人風呂と呼ばれる深さ１ｍの浴槽の底に石が敷
き詰められている。テラコッタのスクリーンやステ
ンドグラスが美しい。彫刻なども西洋風で、昭和初
期には類のない洒落た温泉だった
2　同2階休憩室の柱頭の装飾
ビザンチン様式やロマネスク様式で多用される柱
頭が、中世風の雰囲気を醸し出す。教会の中でく
つろいでいるような、不思議な感覚がある
3　会館棟1階エントランスから見る

会館棟は木造のため、柔らかさが感じられる。１階
には6つの客室、調理室と、右手奥には３つの家族
風呂もあった
4　同2階大広間
上座の方は折上格天井になっている。大広間が洋
風の外観に違和感なく収まっている。204畳の広
さは、木造建築としては珍しい
5　片倉館全景
RC造の浴場棟と木造の会館棟は、同じスクラッチ
タイルとテラコッタに包まれながら、趣きが異なり面

白い。会館棟の玄関上に見えるステップ・ゲイブル
（階段状の破風飾り）が特徴で、浴場棟にも用いら
れている。庭園が充実しているのは、中欧の湯治
が散歩を重視していることにある
6　浴場棟外観
入り口は45度内側を向いている。RC造の角張っ
た躯体を賑やかに飾るため、ゴシックを基調としな
がらモダンデザインを随所に取り込んでいる。テラ
コッタの破風飾りは、モルタルを塗って補修している

1

3 54

6
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明治2年［1869］ 6月7日、森山茂（後の貴族院議員）の長
男として大阪に生まれる。姉・愛子は後
に高山紀齋（東京歯科大学の前身の創始
者）と結婚する

明治22年［1889］ 学習院尋常中学校を卒業。久邇宮邦彦王
は学習院の後輩。第一高等学校に入学

明治26年［1893］ 結核のため1年遅れて第一高等学校を
卒業。帝国大学工科大学造家学科入学

明治30年［1897］ 結核のため再び1年遅れて帝国大学
工科大学造家学科を卒業。卒業論文は
「小屋組みの応力と寸法決定法」、卒業
設計は「UNIVERSITY HALL」。共に武
田五一を抜いて首位を占める。大学院
に入学し、「造家上換気及び暖房」を専

攻する
明治31年［1898］ 第一銀行建築事務所嘱託勤務。清水喜

助の第一銀行を実測する
明治33年［1900］ 東京歯科医学校の理学・化学講師、東京

高等工業学校講師を勤める
明治34年［1901］ 明治38年まで、岡田時太郎家に居候する
明治37年［1904］ 建築学攻究会発行の建築学講本で、日

本建築沿革史、建築材料、建築施工法、
建築構造強弱学を執筆

明治39年［1906］ 台湾総督府営繕課嘱託となる
明治40年［1907］ 台湾総督府新庁舎コンペで、長野宇平治

案が甲賞なしの乙賞となる。森山は1次
入選

明治43年［1910］ 台湾総督府営繕課土木技師となる

明治44年［1911］ 台湾総督府新庁舎工事主任となり、工事
にかかる

明治45年［1912］ 大阪中央公会堂コンペに参加するも提
出後撤回。欧米視察に出発

大正2年［1913］ 帰国
大正9年［1920］ 以前から実質上妻であった西尾朝と正式

に結婚する
大正10年［1921］ 台湾総督府を辞職し、帰朝する
大正11年［1922］ 銀座の高山歯科医院の一角に建築事務

所を開設する
昭和19年［1944］ 港区高輪から世田谷区代田に転居する
昭和20年［1945］ 山形県鶴岡市に疎開する
昭和24年［1949］ 齋藤方で逝去（79歳）

明治39年［1906］ 東京歯科医学院（東京）
 血脇守之助邸および診療所（東京）
明治40年［1907］ 東京勧業博覧会台湾館（東京）
明治42年［1909］ 台北市電話交換局（台湾・台北）
 土木部庁舎（台湾・台北）
 交通部（台湾・台北）
 水道課長官舎（台湾・台北）
 ●台北水道ポンプ室（現・自來水博物館）

（台湾・台北）【三級古蹟】
明治43年［1910］ 名古屋博覧会台湾館（愛知）
 血脇守之助邸（東京・代々木）
 台南郵便局（台湾・台南）
明治45年［1912］ 台湾ガス株式会社（台湾・台北）
 基隆郵便局（台湾・基隆）
大正2年［1913］ ●台中州庁（現・台中市政府）（台湾・台

中）【市定古蹟】
 ●台湾総督官邸改修（現・台北賓館）

（台湾・台北）【国定古蹟】
 ●台南法院（推定）（台湾・台南）【二級

古蹟】
 ●北投温泉公共浴場（現・温泉博物館）

（台湾・台北）【三級古蹟】
大正4年［1915］ ●台北州庁（現・監察院）（台湾・台北）

【国定古蹟】
大正5年［1916］ ●台南州庁（現・国立台湾文学館）（台

湾・台南） 【国定古蹟】
 斎南教会（台湾・台北）
大正8年［1919］ ●台湾総督府新庁舎（現 ・総統府）（台

湾・台北）【国定古蹟】
大正11年［1922］ ●専売局庁舎（現・台湾菸酒公司の本

社）（推定）（台湾・台北）【国定古蹟】
大正13年［1924］ ●久邇宮御常御殿（東京）【登録有形文

化財】
大正14年［1925］ 東京市電気研究所（東京）
大正15年［1926］ ●本所公会堂（現・両国公会堂）（東京）
昭和2年［1927］ 蜂須賀侯爵邸（東京）
 ●御成婚記念御涼亭（現・旧御涼亭（台

湾閣））（東京）【都選定歴史的建造物】
 高島邸（不明）

 明治乳業両国工場（東京）
昭和3年［1928］ ●片倉館（長野）【重要文化財】
 ●片倉別邸（現・諏訪湖ホテル）（長野）
 蓬莱家旅館（東京）
 遠山薬局（東京）
 東京市芝浦火力発電所（東京）
昭和4年［1929］ 東京歯科医学専門学校（東京）
 ●米井商店（東京）
 片倉生命福岡支社（福岡）
 ●丸嘉ビル（東京）
 杏花楼（東京）
 博正ビル（東京）
 木下旅館（東京）
 血脇守之助邸（東京・千駄ヶ谷）

昭和5年［1930］ 鉄道工業会社（東京）
 豊玉ビル（東京）
 ●上伊那図書館（現・伊那市創造館）

（基本設計）（長野）
昭和7年［1932］ 東京弁護士会館（東京）
 朝日石綿ビル（東京）
 佐世保市公会堂（長崎）
昭和8年［1933］ 常盤松御殿（東京）
 明治製菓銀座売店（東京）
昭和9年［1934］ 明治製菓大阪支社（大阪）
昭和10年［1935］ 片倉生命大阪支社（大阪）
昭和12年［1937］ 古稀庵（神奈川）
昭和13年［1938］ 藤田邸（不明）
昭和16年［1941］ 血脇守之助邸（東京・代々木）

略歴　Biography

主な作品　Works ●印は現存

取材協力：財団法人片倉館／環境省自然環境局新宿御苑管理事務所／聖心女子大学／東京大学大学院工学系研究科建築学専攻
訂正とお詫び：本誌no.1のジェームズ・マクドナルド・ガーディナー特集において、12頁キャプション1「シザーストラス」は「トラス構造」、
キャプション2「人間、牡牛、雄牛、鷲…」は「人間、獅子、牡牛、鷲…」、14頁略歴の「明治16年 長女ヘルダ・ホートン生まれるも2ヵ月で早世」は「明治17年」、
「明治17年 長男ローレンス生まれる」は「明治16年」でした。訂正してお詫びいたします。
その他：特記のない写真は、フォワードストローク

学習院尋常中学校時代の森山松之助と
姉の愛子［所蔵：森山慶之助］

森山家の墓
森山自らデザインした墓石で、球形は昭和初
期のモダン建築によく用いられた

特集1［年譜］
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特集2
建築ソリューション─2

香川県庁舎
近代日本の建築界でエポックメーキングであった作品を解読する「建築ソリューショ
ン」の第2弾は、香川県庁舎（1958年竣工）。建築家•丹下健三の代表作として世
界的に知られる名作である。
香川県庁舎が持つ歴史的な意義は、戦後の民主主義にふさわしい“開かれた庁舎”
を目指したこと。そして復興を遂げつつあった当時、鉄筋コンクリート構造による日
本の伝統的な表現の可能性を模索したことにある。木割りを思わせる柱•梁による
繊細かつ力強い造形美を見事に結実させた。1階をピロティとして庭園につなげる
など、市民に開放された公共空間を積極的に取り入れた。高層棟と低層棟の組み
合わせによる構成は、1950年代から70年代前半の庁舎建築のモデルとなり、ア
メリカやアジアの建築家にも大きな影響を与えた。また、日本のモダニズム建築を
代表する文化遺産として後世に伝えるDOCOMOMO100選にも選ばれている。
丹下健三•生誕100年にあたる記念の年に、この建築の計画から完成に至るまでを
再考したい。この香川県庁舎の精神をどう引き継ぐべきなのか。
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竣工時の概要

所在地 香川県高松市天神前141
敷地面積 5,700坪
延床面積 既存棟：2,600坪
 新築建物：3,647.1坪（ピロティ、テラスを除く室内面積）
 　高層部：2,706.6坪
 　低層部：725.2坪
 　渡り廊下：151.8坪
 　地下室：63.5坪
高さ 8階屋上まで：31m
 塔屋上まで：43m
 低層屋上まで：14.4m
階数 高層部：8階
 塔屋：3階
 低層部：3階
構造 RC造
設計期間 1955.1─6
工期 1955.12─1958.5

設計 丹下健三研究室：丹下健三・浅田孝・神谷宏治・沖種郎
構造 坪井研究室：坪井善勝・秋野金次・青木繁・藤沼敏夫
暖房 川合健二・坂輪俊夫
家具 剣持デザイン研究所：剣持勇・松本哲夫・吉田安子
壁画 猪熊弦一郎
現場 道明栄次・神谷宏治・藤沼敏夫
共同監理 香川県建築課：久保田秀稔・山口義春・山本忠治・大柏芳雄
施工 大林組
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15頁─庭から高層棟を見る｜16─17頁─東側から見た香川県庁舎外観：高層棟を背後に、
ピロティを持つ議会棟を道路沿いに配置し、どこからでもアクセスできるようにした。これが
市民に開かれた庁舎建築のモデルとなった｜18─19頁─低層棟ピロティ：戦後の民主主義
の象徴として市民に開放された空間。幅18.7m、長さ98.8m、階高6.9m。木製のいす、石
のテーブルは竣工時のまま｜20頁上─庭から低層棟を望む：池の立石は“豊穣のシンボル”
｜20頁下─高層棟屋上から庭を俯瞰｜21頁上─1階南側ロビーから庭を見る｜21頁下
─1階南側ロビーを中2階から見おろす：このロビーは竣工時から市民の憩いの場となってい
る。木製の長いす、スツール、新聞掛け、書棚のデザインは丹下健三
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55年前、瀬戸内海を望む小さな都市に作られた小さな

県庁舎がどんな意味を持っているのか、改めて考えて

みよう。

もちろん世界にとっても地元にとっても様々な意味を

持つが、ここでは日本の戦後の社会と文化において香

川県庁舎がどんな働きをしたかに絞って考えたい。

まず社会的な働きから。

今、訪れても、別に何も感じない市民がほとんどに違い

ない。歩道から直接、3階建ての建物の下を通り、中

庭に出て一休みしたり、県庁に用事がある時は建物の

下のオープンな空間に置かれた案内所で訪れるべき

課の場所を尋ね、教えられたとおりに別棟に進み、エレ

ベーターに乗り、用が終わると1階に戻ってロビーの椅

子に腰かけ、雑誌を読んだり中庭をボーッと眺めたり、

そんな県庁体験は当たり前過ぎて、私だって建築の歴

史について研究していなければ、何も思わなかったに

違いない。

香川県庁舎の社会的な衝撃を知るには、戦前までの県

庁舎の建築を思い出してもらえばいい。たとえば、近く

なら昭和4年に作られた愛媛県庁舎がある。

昭和初期、世界でも太平洋の両岸のアメリカと日本で

のみ流行したスパニッシュ様式によって飾られ、今と

なっては貴重な歴史的遺産となっているが、周囲の街

との関係も建物自体の形も香川県庁舎とはまるで違

う。

まず、街の通りから少し距離を置いて建てられているか

ら、来訪者は左右対称の、それも中央にドームの載る

建物に向かって正面から進み、玄関の車寄せに到り、階

段を上がり、玄関ホールに入り、受付を済ませ、簡単な

用事なら1階で済むが、少し大事な時は、正面にデンと

控える立派な石張りの階段をまた上がり、やっと用向き

の部屋の前に立つことができる。

特徴を箇条書きにするなら、戦前の、正確に言うと明治

以後昭和戦前までの県庁舎は、県庁舎だけでなく市庁

舎も国の省庁の建物も、

①市街の道から少し離し、前庭的な空間を設ける。

②左右対称とし、中央に目立つ塔と車寄せを設ける。

③階段を上がって入り、中に入っても正面に階段が現

れる。

という3つの要素を不可欠とした。

この3つの要素を建築史的に見ると、洋の東西と古今

を問わず、神殿の作りに他ならない。戦後の市民社会

の眼から見ると、権威と儀式のための作り。戦前の官

庁はそういう衣を纏って人々に接していた。

そして敗戦があり、戦前への反省があり、“平和”と“民

主主義”と“市民社会”の戦後がスタートする。戦前ま

での神殿のごとき庁舎に代わる戦後の新しい庁舎建築

はいかにあるべきか。この問いに戦後初めて答えた

のが、金子正則知事に設計を依頼された丹下健三だっ

た。

丹下は、先に述べた3つの逆を行った。

まず、街との間に距離を置かず、門も塀も仕切りすらな

く、建物の中にスーッと入って行く。これが可能になっ

たのは、ル・コルビュジエが20世紀建築の条件の第

一に置いた“ピロティ”のおかげだが、実はル・コルビュ

ジエもこれほど効果的なピロティは実現していないか

ら、丹下のル・コルビュジエ理解の深さが偲ばれよう。

ブラジルのルシオ・コスタが晩年のル・コルビュジエに

“先生の次はだれか？”と聞くと、“タンゲ”と答えたと

いうが、本心だったろう。

建物自体の構成は、左右対称を拒み、ピロティに載る水

平の箱（議会と市民の集まりの棟）と、縦長の箱（部や

課が入る行政棟）を少し離して組み合わせ、それもＬ字

に組み合わせ、Ｌ字のタテとヨコで中庭を囲む。もちろ

ん、平面上も立面上も非対称だし、目立つ車寄せはな

く、街のどこからも入って行けるように見える。

建物に入るための階段はない。行政棟のエレベーター

前のロビーに2階へ上がるための階段が付くが、権威

的な印象は漂わず、登りやすい傾斜といい軽い作りと

いい、“さあ上がって来てください”と招いているように

感じられる。

以上の3つの作りにより、丹下は市民に開かれた県庁

舎を作ることに成功し、以後、日本の自治体と中央官庁

の庁舎は、香川県庁舎方式を取り入れ、当たり前とな

る。「訪れても、別に何も感じない市民がほとんど」と

なったのは、丹下のデザインが日本の官公庁建築を完

全に変えた証しなのである。

教会、官公庁、銀行、オフィス、住宅などなど建物の用

途ごとの別をビルディング・タイプ（建築型）と言うが、

丹下は戦後の官公庁のビルディング・タイプを決めた。

こんな働きをした戦後建築家は他にいないし、丹下自

身も、ビルディング・タイプを決めるほどの幅広い影響

を与えたのは香川県庁舎しかない。

次に、文化史上の成果について。

2つある。一つは絵画と建築の関係についての成果。

20世紀建築は、建築と他の造形表現との融合にこと

のほか苦心してきた。絵や彫刻や工芸や庭園とどう融

合し、総合芸術としての建築の地位を再び獲得すれば

いいのか。20世紀建築以前にはそんなことは当たり

前で、画家、彫刻家、工芸家などなどを総動員して一つ

の空間を作るのが建築家の役目だったが、20世紀建

築の“白い箱に大ガラス”の姿には絵も彫刻も工芸も

取り付くシマがなくなり、それではならじと建築家たち

はモダンな画家や彫刻家などとの協同を試みるが、上

手くいかない。絵は額を、彫刻は台座を好み、他人の

作った建築の中に部分として座を占めるような作品を

作らなくなってしまった。

こうした中で、丹下に依頼された猪熊弦一郎は、丹下

の空間と一致する見事な壁画を制作した。抽象的で

ありながら分かりやすい図柄といい、打ち放しコンク

リートと対比的でお互いを引き立て合う色といい、陶

の材感といい、これ以上の組み合わせはないだろう。

庭や工芸的な部分（陶の椅子や水道の蛇口）は、丹下

事務所の神谷宏治が担当し、棚などはシャルロット・ペ

リアンがデザインし、日本で初めて、総合芸術としての

内実を持つ20世紀建築が誕生した。

もう一つは、日本の伝統と現代の関係についての成

果。

20世紀という“科学技術の世紀”、“インターナショナ

ルな世紀”にとって、自国の伝統は難題として立ち現れ

る。過去のものとして安らかに葬ればいいのか、そう

でないとすると20世紀のインターナショナルな表現

の中にどう生かせばいいのか。文化の諸分野がこの

テーマと格闘し、建築界においても、戦前から、藤井厚

二、吉田鉄郎、堀口捨己、アントニン・レーモンド、前川

國男、坂倉準三ほかが取り組む中で、一番大きな成果

をあげたのは丹下の広島ピースセンターと香川県庁舎

の2つだった。

丹下は、日本の伝統の木造建築が垂直の柱と水平の

梁の一体的組み合わせからなることに着目し（ヨーロッ

パ建築は壁の上に梁が乗るのが普通）、打ち放しコン

クリートに置き替え、しかしそれだけでは倉庫のように

ただ実用的表現にしかならないから、柱と梁の骨組み

に小さなバルコニーを出し、匂欄を付け、さらに香川県

庁舎の場合は、軒棰木状の支えを張り出し、20世紀

ならではのコンクリート表現と木造の伝統美学を一体

化させることに成功した。

以上のようにして、瀬戸内の海を望む小さな県庁舎は、

日本の社会と文化に大きな実りをもたらしてくれた。

特集2［序論］

平和と民主主義の建築

藤森照信
Terunobu Fujimori

低層棟のピロティから高層棟を見る

ふじもり・てるのぶ─建築史家・建築家／1946年生まれ。東北大学・東京大学大学院修了後、東京大学生産技術研究所教授となり、現在、工
学院大学教授。専門は日本近代建築史研究。
主な著書：『建築探偵の冒険 東京篇』［筑摩書房／1986］、『日本の近代建築 上・下』［岩波書店（岩波新書）／1993］、『丹下健三』［共著、新建築
社／2002］など。
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雑誌で見た

広島平和記念カトリック聖堂

古谷｜このシリーズは、日本の近代を通じて、エポック

メーキングだった建築を取り上げまして、それが成立し

た経緯、背景、その頃の日本人の考え方、あるいは機

運のようなものもお尋ねしながら、どのようにしてその

建築が出来上がっていったのか。そして、その後、ど

のような影響を与えていったのかという辺りの話を、当

時をよく知る方に伺うことがひとつのキーになっており

ます。今日は神谷宏治先生と、香川県から文化財専

門員の佐藤竜馬さんをお招きしました。

神谷先生の香川県庁舎とのかかわりは、いろいろなと

ころで文章にもなっていますし、インタビューなども掲

載されていますので、今更、詳しくお尋ねするまでも　　

ないのですが、今日は本誌の読者のために少しかいつ

まんで、先生のご経歴と建物とのご関係をお聞かせく

ださい。まず、神谷先生は1928年、東京のお生まれ

で、高校は旧制静岡高校に行かれたんですね。確か、

同級に岡田新一さんがいらっしゃった。

神谷｜そうです。一昨日も会いました。

古谷｜そうですか。1928年は、優秀な建築家をたく

さん輩出していると言われていますが、その後、東京

大学に進まれると、今度は槇文彦さんが同級で、戦後

を代表する建築家の当たり年なんですね（笑）。伺う

ところによりますと、本当は飛行機の設計をなさりた

かったそうですね。

神谷｜そうなんですよ。高等学校へ入学して数ヵ月は

寮にいたのですが、終戦になって、9月から授業は再

開したものの、もう飛行機にかかわるのは絶望的でし

た。どういう職業に就くかは、全くあてもなく1年が過

ぎ、そして遊んでいるうちに落第しましてね、1年余計

にやっているんです。ある時、本屋さんで建築の雑誌

をパラパラめくっていたら、たまたま広島の聖堂のコン

ペの結果が出ていて、最初に目についたのが丹下（健

三）先生のパラボラ型のデザインで、エキゾチックで非

常にきれいだった。こんなに面白い世界があるのかと

思いました。考えてみたら、父親が家の改造とか増築

が趣味だったものですから、子どもの時に大工さんが

しょっちゅう出入りしていた。僕がまねごとで何かをつ

くって見せると、結構、褒めてくれるわけです。そうい

うことが、多少、建築に興味を持つきっかけになってい

たかもしれない。建築って面白いなと思ったことが、

東大の建築を受けることにつながったと思います。

古谷｜そうでしたか。確か、下町の方のお生まれでし

たね。お住まいの辺りは空襲に遭われた？　終戦の

頃の風景はどういう感じだったのでしょうか。

神谷｜一面の焼け野原で、私は家族の半分を失いまし

た。空襲は砂ぼこりがすごくて、気が付かないうちに

目に入りましてね、眼球が痛めつけられて、しばらくは

よく物が見えなくて、探したくても見えないんですよ。

古谷｜それはそれは…。そして東大の建築科に入ら

れたら、その丹下先生がいらして驚かれたそうですが、

その後は実際に丹下研究室に進まれる。卒業後は、

何と、いったんは前川（國男）先生の事務所に就職しよ

うと思われたそうですね。

神谷｜当時、私は大学院に進むつもりはなかったんで

す。早く実務をやりたいと思いまして、前川先生を紹

介していただいた。だけど行ってみたら部屋は満杯

で、座るところもない。即座に断られました（笑）。

古谷｜でも、ずいぶん懇切にお話をして下さったとか。

神谷｜そうなんです。前川先生は狭い部屋に差し向

かいで、これから建築家として生きていくにはどうすべ

きかを1時間ぐらいお説教してくれました。自分は大

学を卒業したその日にヨーロッパへ出発して、ル・コル

ビュジエの事務所で勉強したこと。帰ってきてから日

本で仕事を始めて、悪戦苦闘したこと。入所はさせら

れないけれども、縁があったからと、ひとりの学生を大

事に思って、ご自分の過去の話や教訓的なことを親切

に話して下さったんです。非常にうれしかったし、すご

い人だと思いました。

古谷｜戦後復興というようなお話もなさったんですか。

神谷｜とにかく相当あがっていましたから（笑）、他のこ

とは記憶がないんです。

古谷｜そうですか。でもその後、丹下先生のところに

戻られて、香川県庁舎に向かって進むわけですね。こ

こでいったん佐藤さんにお話を伺いたいと思います。

佐藤さんは年代的にずっと若返るんですが、今は香川

県庁の文化財専門員でいらっしゃる。まずは、香川県

庁舎とのかかわり、経緯についてお聞かせください。

佐藤｜私は1988年に香川県庁に就職したんですが、

もともとは考古学をやっていましたので、地下に埋まっ

ているものばかりに興味があって、地上のものには興

味がなかったんです。香川県庁舎についても、丹下健

三さんが設計したことはもちろん知っていましたけれ

ども、それがどういう建築なのかは全然知らずに、むし

ろちょっと古びた感じの建物…程度のイメージしかな

かったんです。ところが、5年前に異動で県の観光の

仕事をやりまして、地域の人が自分の言葉で地域の魅

力を紹介する“新しいまちづくり型観光”をお手伝いし

たんです。そしてまちの魅力を紹介する時には、建築

とかまち並み、風景が非常に大事であることを痛感し

ました。それから、その前、教育委員会にいた時に、香

川県の近代化遺産と言いまして、明治以降の建造物の

調査を2年間担当しました。私は近代化にあたって、

建築なり土木構造物が物語るいろんなことを考古学

の目線で調べていたのですが、非常に面白かったんで

す。その2つを経て、3年前にちょうど香川県庁舎が

50周年を迎えるにあたりまして、せっかく50周年、半

世紀を迎えるわけですから、この香川県庁舎の魅力を

みんなに伝えていきたいと思うようになりました。これ

は仕事ではなかったのですが、県庁職員の有志30人

あまりの人々と何かやろうということで集まりました。

その人たちと一緒に、まずは香川県庁舎がどういう建

物かということを再認識することから始めました。当

時、例えば神谷先生がデザインされた庭ですが、非常

日本文化の未来のために、
香川県庁舎は
持続可能であってほしい。

特集［鼎談］

新時代に挑戦した
先駆者
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神谷宏治
Koji Kamiya
建築家（左）
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香川県文化財専門員（右）
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古谷誠章
Nobuaki Furuya
建築家
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1961年、丹下健三・都市・建築設計研究
所設立
1964─74年、同大学工学部都市工学科教
授
1974年、同大学名誉教授
1979年、文化功労者
1980年、文化勲章
2005年、逝去（91歳）。従三位
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に良い庭であることは、もちろん皆さん知ってはいた

んですが、実は地元ではイサム・ノグチがデザインした

とか、重森三玲がかかわったんじゃないかという、いろ

んな俗説が飛び交っていました。この建築の魅力を正

しく知ってもらうためには、やっぱりちゃんと調べ直し

た方が良い。そこで神谷先生にお話を聞かせいただ

き、そういう中で、あの広場は“市民に向けた広場”で

あることを知りまして、広場の使い方も再認識する必

要があるということから、有志のメンバーと一緒に、庭

でコンサートを開いたり、いろいろな活動をさせていた

だきました。

古谷｜ありがとうございました。その50周年の時に

まとめたのが、『あのころの香川県庁舎を語る』［1］で

すよね。これに、神谷先生と長島（正充）さんとのイン

タビューを始めとして、考古学的な律儀さで詳細に探

求された記録が収められています。これはまさに考

古学者の探究心の賜物だと、大変敬服しているんです

（笑）。また後で詳しく伺います。

丹下研究室は

アトリエ的な雰囲気で活気があった

古谷｜神谷先生は1952年に学部を卒業されますが、

52年というと、確か丹下研究室では東京都庁舎のコ

ンペをされている頃ですね。

神谷｜大学を卒業して、私は4月から丹下研究室に大

学院生として入ったわけですが、すぐ始まったのは外

務省のコンペです。

古谷｜それにもかかわっていらっしゃいますか。

神谷｜はい。槇文彦君と一緒に2ヵ月ぐらい頑張っ

て、次に、東京都庁舎のコンペが始まりました。西も東

も分かりませんから、ただ言われるとおりに図面を描い

ただけですが…。その年は、秋になりますと、横浜の

音楽堂と図書館のコンペがありました。前川事務所が

一等になって、現在もありますが…。その間に愛媛県

民館の設計が始まりまして、最初の年は、いつ起きて

いつ寝たのか分からないくらいに忙しかった。あの頃

は体力があったからしのげましたけど、よく働いたと思

います（笑）。

古谷｜丹下先生もお若かった。研究室の中は活気が

あったわけですね。

神谷｜そうです。非常にアトリエ的な雰囲気で、師弟

関係ははっきりしていますが、議論の発言は自由にで

きました。

古谷｜その後、1954年にいよいよ香川県庁舎の設

計が始まるんですが、最初は浅田孝さんや沖種
たね

郎
お

さ

ん、大谷（幸夫）さんもいらしたそうですね。そして驚

いたことに、設計期間は6ヵ月ぐらいだったとか。

神谷｜そうです。提出が6月だった。

古谷｜図面の提出の日付は6月10日付になっていま

すね。どうしてこんなに短い設計期間だったんですか

（笑）。いくら戦後の復興期とはいえ、とりわけ短いで

すね。

神谷｜向こうさまのご都合だと思いますが、最後の

数ヵ月は丹下研総掛かりでやりました。最初のページ

に図面枚数が書いてありますけど、そんなに大量には

なかったでしょう。

古谷｜まず31枚あって、さらに構造図とかそういう図

面がありますから。

神谷｜そうですね、全部で50枚くらいになりますね。

古谷｜資料で読みますと、丹下先生は設計する時は

陣頭指揮を執るようなことはなさらないで、いつも皆さ

んがワァワァと自由にお出しになる案をご覧になってい

て、これは…と思ったものについては、いつの間にかう

まくまとめ直して作品に仕上げるというやり方だった。

ところが、香川県庁舎の場合は、浅田さんも含めて良

い案を出しあぐねていた。そんな時に、先生は3日ほ

どご自宅にこもって案を練られたそうですね。それは

始めてから1ヵ月ぐらいたった頃だったとか。

神谷｜そうです。ちょうど1ヵ月目ぐらいでしたね。

古谷｜先生が業を煮やされた…といいますか。

神谷｜スタッフの苦闘をしばらく眺めていらしたんです

が、ある時、研究室から姿を消して、2、３日たってから

現れた。そしてプランとエレベーションを見せられま

して、みんな驚いたわけです。浅田さんは「素晴らし

い。これだったらいけますね」と言ったんです。何が

素晴らしいかというと、まず議場と大会議室の入る低

層棟を道路側に出して、既存棟と同じ高さにピロティ

で持ち上げて、その間に事務スペースのある正方形の

高層棟をすっと立ち上げた。それまで高層棟の付属

物のように扱われていた低層棟を、街路ぎりぎりまで迫

り出して、それを6.9ｍという脚の長いピロティで持ち

上げて、そこに開放的な空間をつくり出したわけです

ね。そういう発想はスタッフには全くなかった。結局、

考えてみますと、現地に行って知事と話をしているの

は、丹下先生お一人なんですね。もちろん概要は先生

から聞いてはいますけど、丹下研のメンバーは現地に

は行っていないし、知事の話も聞いていない。だから

そう簡単にイメージが出てこないわけですよ（笑）。

古谷｜なるほど。すべて丹下先生経由のお話だった

わけですね。

神谷｜クライアントと話したり、地域の周辺状況を見

て回ったりしているうちに、だんだんイメージがわいて

くるわけですよね。我々には全くそれがなかったもの

ですから…。

古谷｜それは、やっぱり遠かったこともあるんですか？

神谷｜もちろんです。それとお金もなかった。結局、

僕が高松へ行ったのは、この図面が入札に掛かって、

落札するその日だった。それが初めて。

古谷｜他のどなたも行かれていなかったんですね？

神谷｜そうです。ですから丹下先生しか分からない。

古谷｜なるほど、それは分からないわけですね。それ

から、もう一つの難しい問題は、戦後始まった再開発

で、県の営繕で設計した第1期から第4期までの既存

棟があったことですね。それに合わせて本庁舎を建て

る。戦後、焼け野原の更地のようなところに何かを計

画するのはモダニズム建築としてはよくあったことで

すが、既存棟があって、それを活かして何かをつくる。

そういう課題は、他にあったのでしょうか。

神谷｜逆にですね、よりどころがあってやりやすかった

と…。道路側の低層棟をピロティにして持ち上げて、

既存棟と高さを揃えるという丹下先生のアイデアも、

既存のものがあるが故に出てきたわけですからね。

古谷｜あの背の高いピロティが副産物だったという話

ですね。そうですか。

設計のコンセプトと

7つの条件

古谷｜佐藤さんに伺います。第1期から第4期までは

営繕で設計なさって、第5期、いわゆる本庁舎と議会

棟を建てる時に、「今度は顔となる建築だから、きちん

とした建築家に頼まなくてはいけない」と進言された

のは、讃岐の猪熊弦一郎画伯だそうですね。で、前川

先生と丹下先生をご推薦なさって、結局は丹下先生に

決まったといういきさつがある…。猪熊先生は1期か

ら4期の構成をどうご覧になっていたんでしょうか。

佐藤｜それはちょっと分かりませんが、1期から4期ま

では県の営繕課で設計をして、施工も自前でやってき

たわけです。

古谷｜モダニズム建築でしたよね、今はなくなってしま

いましたけど。

佐藤｜金子（正則）知事は地元の材料を使って、自前

でやることにかなりこだわっておられたんです。おそ

らく戦後復興の中で、これからはいろいろな庁舎とか

関連公共施設を自前でつくっていかなければならない

だろう…と。これは想像ですが、金子知事はまず県庁

舎を自前でやってみることを経験させたと思うんです。

古谷｜確かに…。ところで、猪熊さんの存在がとても

大きいようですが、おふたりはどういうご関係ですか？

佐藤｜旧制丸亀中学の先輩、後輩の関係にあたりまし

て、昔からお親しかったそうです。だから、猪熊さんは

金子知事の思いをいつも聞かされていたんじゃないか

と思います。そして、それにふさわしい人と考えて、前

川國男さん、丹下健三さんをご紹介した。ただ、前川

さんはその少し前に…。

古谷｜岡山ですね。

佐藤｜そう、岡山県庁舎を設計しておられた。昔から

香川と岡山はライバル意識が強いところですから、海

を挟んで両方に似たような建物をつくられても…とい

う理由から丹下さんにお願いしたそうです。おそらく

それだけではないと思いますが、結果として丹下さん

の設計によって、県民に開かれた素晴らしい空間をつ

くり得た。金子知事としては満足だったと思います。

古谷｜面白いエピソードが紹介されていましたね。猪

熊さんは、丹下先生に関西汽船に乗って高松に行くよ

うに…と連絡をなさって、その時の船のキャビンを、金

子知事と同室になるように仕組んだと書いてありまし

た。これはどこから明らかになったことですか？

佐藤｜金子知事の回想録［2］や、幾つかの資料にそう

いうことが出ています。猪熊さんと香川県営繕課、後

に建築課になりますが、そこの山本忠司さんが2人で

相談をしてセッティングなさったらしいです。

古谷｜それは、丹下先生はご存じなかったわけです

か。全く知らないでその船に乗り合わせた？

佐藤｜そうです。丹下さんは、おそらくピースセン

ターの最終段階の仕事だと思うんですが、広島からの

帰りに大阪で途中下車して四国行きの船に乗るよう

に、猪熊さんから連絡があったらしいんです（笑）。

古谷｜それはかなり大胆な発想ですが、一遍に親しく

なられたでしょうね。高松までは、結構、時間が掛かり

ますでしょう（笑）。

佐藤｜大阪から高松までは4、5時間掛かります。こ

れは丹下さんの回想録［3］にも出てくるんですが、そ

の船で部屋に入ろうと思ったら、表札というか名札が

あって、そこに「丹下、金子」と書いてあった。つい先

ほど知り合ったばかりの人と同じ名前の人がいる…と

思ったら、お互いであったと（笑）。

古谷｜知事さんの方も知らなかったわけですね？

佐藤｜そうです、知らなかった。

古谷｜それは茶目っ気があるというか、面白い馴れ初

めですね（笑）。

佐藤｜船ですでに意気投合して、いろんな考えをお伝

えしたそうです。

古谷｜高松に上陸した時には、結構、下打ち合わせが

済んでいた（笑）。その時にコンセプトといいますか、

設計の7つの条件を、知事の方から出されたわけで

しょうか。読み上げてみますと、①香川の気候風土、

高松の環境に合うこと、②観光香川の県庁本館として

相応しいこと、③高松の都市計画上、プラスになるこ

と、④民主主義時代の県庁として相応しいこと、⑤既

存庁舎とも融合し、無駄にならないこと、⑥資材は許さ

れる限り県内産を活用すること、⑦予算の範囲内の建

築費に落ち着くこと…。つまり、単に建築として良い

だけではなく、7条件を満たした建築をつくってほしい

というわけですね。丹下先生は研究室の皆さんにも、

その7つの条件は示されていたわけですか？

神谷｜もちろん聞いています。

古谷｜でもご自分たちは現地には行かないで、想像し

て設計しておられた。なかなか過酷な課題ですね。

神谷｜そうです。例えば入札にしても、ピロティは結

構、背が高くて面積も広いですが、予算の方はそんな

ピロティを想定していないと思うんです。ですから、

僕たちが入札用の図面を描いてから落札するまで、一

番怖かったのは面積オーバーです。その分だけ工事

費がオーバーするんじゃないかと…。ところが、一発

で落札したものですから、本当にホッとしたことを覚え

ています。

古谷｜予算内の建築費で納めることも、7つの条件

に入っていましたものね。

神谷｜丹下先生は経験者ですから、オーバーしている

ことはご存じだったと思います。ただデモクラシーと

［1］　『香川県庁舎旧本館 取材ノート　あ
のころの香川県庁舎を語る』香川県庁舎50
周年記念プロジェクトチーム著［香川県庁舎
５０周年記念プロジェクトチーム／2009］

東京都庁舎［1957］［写真：村沢文雄｜提
供：丹下都市建築設計］

愛媛県民館［1953］［写真：平山忠治｜提
供：丹下都市建築設計］

広島平和会館原爆記念陳列館（現・広島平
和記念資料館西館）［1952］［写真：石元泰
博｜提供：丹下都市建築設計］

［2］　金子正則「因縁奇縁」『月刊香川』
1959.6
［3］　『一本の鉛筆から』丹下健三著［日本
経済新聞社／1985］
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いうことについて知事と話をしていますから、知事の

期待に応えるためには、何としてもこういう空間をつく

らなければならない。それが建築家としての役割を果

たすことだ。予算のことはこっちに置いて、ともかくこ

の設計で提出しようと、かなり強く決心されていたと思

います。

古谷｜まず、アイデアとして理想的なものを提示する

…。金子知事なら、それに見合うお金は多少なりとも

出してもらえる…という読みもあったのでしょうね。し

かし、実際は予算をオーバーしていなかった。

神谷｜一発で落札したわけですからね。

古谷｜それは落札する側にも、ある種の心意気みたい

なものがあったんでしょうね。

神谷｜良く言えば、ゼネコンさんが競争する時に、「こ

れはなかなか面白い、この仕事は取ってやろう」という

魅力があったと思います。だから落札したんじゃない

でしょうか？

古谷｜丹下先生は正しい解決をして魅力のあるアイデ

アをつくられた。それを建設することによって、その価

値はみんなに理解されるはずだ。そういう信念だった

のでしょうね。

神谷｜それはもう最初から腹をくくっておられたと思う

んです。だけど現実には、やはり議会と知事との間で

相当の論戦があった。落札して着工した途端、絶えず

論戦が起こって、知事はそれをはねのけるのにかなり

苦労されたようです。

古谷｜なるほど。でも知事さんの方にも、この建築は

素晴らしいものになるという確証があったのでしょう

ね。そのキーワードは“デモクラシー“、戦後の民主主

義だと思うんです。当時はお役所建築といえば、一見

して権威的だった…。

神谷｜そうなんです。それまでの役所は、まず、正面

に高い塔があって、3mくらいのアプローチの階段が

ある。玄関を入っていくと、またすごい階段があって、

何だかしゃべるのもしゃべりにくくなるような威圧感が

あった。それに対して香川県庁舎の場合は、そういう

ものが全然ない。自由に出入りできるし、誰でも気軽

にホールへ入って行って、そこで雑誌などを読んだり

することもできる。前を見れば誰でも入っていける庭

がある。そういう近づきやすい空間を計画し、実現で

きた…。知事がねらったところ、丹下先生がそれに応

えたところは、まずそこにあったと思うんです。

古谷｜民衆に開かれていて、県庁舎そのものが民衆

のためのものであることを、見るからに体現していたわ

けですね。

金子知事の裁判官時代

ブルーノ・タウトとの出会い

古谷｜金子知事はきわめてユニークな方のようです

が、佐藤さん、その辺のことがうかがわれるものは何か

あるんでしょうか。

佐藤｜金子知事の経歴としては、戦前、県知事になる

前は裁判官をしていたわけです。そして戦後、民主主

義の時代になりますと、自分はそれを地方、地域に根

付かせるために頑張りたいと、郷里の香川に帰って来

られた。例えば憲法が出来た時は、その説明をして回

るようなことを、草の根でずっとやっていたわけです。

その後、見込まれて副知事になって、後に県知事に当

選するんですが、法律家の目として戦前の過ちを繰り

返さないように、民主主義をちゃんと根付かせようとい

う思いを、かなり強くお持ちだった。

古谷｜裁判官事時代に、（ブルーノ・）タウトの『日本美

の再発見』［4］に出合ったそうですね。これは何か背

景があったんですか。

佐藤｜回想録を読んでいますと、平沼（騏一郎）元首

相の暗殺未遂事件の実行犯の裁判を担当しまして、

「なぜこういうことをやろうとしたのか」と聞いた時

に、その中の1人が「日本の精神を守るためだ」と言

いきったそうです。それで、日本の精神とは何か、伝

統とは何か…と、逆に突きつけられたかたちになった。

自分は今までそういうことを認識したことがなかったの

で、いろいろな本を取り寄せて勉強した。その中で、タ

ウトに出合った。伝統を理解する、あるいは表現する

時に、形から入る道があることを、タウトの本から学ん

だと書かれているんです。

古谷｜やっぱりそれは運命的なものかもしれません

ね。建築の美に奇しくも造形があって、丹下先生に引

き合わされた。うまくかみ合うようにして起こったんで

しょうね。

佐藤｜詳しいことは分からないんですが、そういう意

味では、先輩の猪熊さんの橋渡しといいますか、つな

いだ役割はかなり大きいですね。

古谷｜猪熊先生には、設計案についてご相談されたり

していたんでしょうか。

佐藤｜どうなんでしょう。

神谷｜それは分からないな。

古谷｜そうですか。猪熊先生は1階ロビーに陶壁画

「和敬清寂」をつくられていますね。先生は当時、日

本にはいらっしゃらなかったわけですね。

神谷｜香川県庁舎の工事をしている時は、猪熊先生は

ニューヨークにお住まいでしたから、注文はたぶん、郵

便だったと思います。

古谷｜そうですよね（笑）。相当、時間が掛かる。

神谷｜こちらの設計資料を送って、それを参考にして

4つの面の絵を描いて下さった。実は、その絵が送ら

れてきた時、開いた途端にびっくり仰天したんですよ。

絵のスケール、それからタイルの目地割りのスケール、

［4］　『日本美の再発見─建築学的考察』ブ
ルーノ・タウト著、篠田英雄訳［岩波書店／
1939］

香川県庁舎第五期工事設計図 中二階及二
階平面図［所蔵：香川県］
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それが、我々が馴染んでいる現場のスケールとピタリ

と合っていたんです。

古谷｜すごいですね。

神谷｜本当にすごい人だと思いました。後で聞いた

話では、やはりあの空間の模型をご自分でつくって、そ

の模型の中に自分の絵と目地割りを当てはめながら、

何案もつくったそうです。それにしても猪熊先生は

我々の現場の状況をご存じないはずですから、絵を見

た時は「これはもう神様の仕事だ」と思いました（笑）。

古谷｜猪熊先生が何かに書かれていましたけど、自分

はニューヨークにいるから、スケール感が全く分から

ない。それをどうしたらいいか、すごく悩まれたと…。

ですから、できる限りの推敲をされて、出来た結果がこ

れだったということですね。

神谷｜本当にびっくりしましたね。

佐藤｜金子知事は、かなり最初の段階から、玄関に壁

画のようなものつくって、猪熊さんに頼みたいという思

いがお強かったみたいですね。それで、猪熊さんの壁

画原画が届いた時には、金子さんは大喜びした。「原

画を抱いて寝た」という、まことしやかな噂があったく

らいです。

人が集まる庭

民衆のための開かれた建築にするために

古谷｜この庭は初期の段階から、見るだけの庭ではな

くて、“人が入る庭”というイメージが共有されていた

んでしょうか。

神谷｜最初の配置図は浅田さんが描いたんです。築

山も池も何もない、ただ平らなところに石張りした庭で

したが、真ん中に人が集まってほしいという絵を描い

ておられて、あの空間が都市の広場として使えること

をスケッチが象徴的に示していました。ただ、その段

階では予算も何も付いていませんから、単なる絵にす

神谷｜「そうだ、こういうイメージがいい」と。それで

北側の池にシンボルとなる石を立てた第5案が出てく

るわけです。研究室でいろんな形の組み合わせをスタ

ディしていましたので、実際に庵治の山へ行って、この

ぐらいの高さと太さの石が出たら教えてほしいと頼ん

でおいたわけです。ある日、発破を掛けたら、似た形

の石が出たという連絡があったので行きました。そし

てあちこち注文をつけて出来たのがあの石です。現

場ではサイズを微調整するだけでした。

古谷｜運搬から据え付けまでには、困難を極めたお話

があったそうですが、でも無事に庭に安置されて、今で

は本当に目の焦点を結ぶ良い立
たて

石
いし

になっていると思い

ます。土着的な石は、“豊穣のシンボル”として池の中

に配されたわけですね。シヴァリンガ…という話をさ

れた時、周りの反応はどうだったんですか。

神谷｜いや、その話は全然しなかった。ネーミングとし

ては、“烏帽子型の石”。当時は今ほどセックスに対し

て開放的じゃなかったから、かなり後まで烏帽子型とい

う言葉を使っていました。

古谷｜特に役所の権威ある表玄関の広場ですから、あ

る種、配慮が必要ですよね（笑）。とにかく、ここは貴

族や権力者が船を浮かべて楽しむような庭ではない。

土着の民衆がひたすら豊穣を祈願して建てたシンボ

ル、そういうものによって名実共に、民衆のための広場

になり得たということですね。佐藤さんは克明な庭の

論文「香川県庁舎南庭の基礎的考察」［5］を書かれて

いるんですが、そもそも、これを書きたいと思ったきっ

かけは何ですか？

佐藤｜丹下さん自身が、県庁舎を弥生的な折り目正し

さ、繊細さをベースとしつつ、縄文的な荒々しさをコン

クリートに込めたと説明しています。この対比が面白

いと思いました。縄文と弥生という話は興味があっ

て、やっぱり日本の考古学の歩みを見ても、登呂遺跡

が弥生文化にはっきりした輪郭を与えた。言ってみれ

ば考古学では一大事件だったわけです。それを建築

家の人たちが、あるいは建築界が縄文と弥生を出発点

にしているけれども、考古学の人間が考えているのと

は全く違う世界を表現している。現代の創造的なとこ

ろに活かしていこうと考えておられることにすごく興味

を持って、ちょっと調べたいと思いました。

それから神谷先生から今お預かりして見せていただい

ているたくさんの模型の写真があります。その模型

が、徐々に違っていきますので、どれが最初でどう変

わっていったのか。それがちゃんと後付けられたら面

白いなと思って、お借りした写真をデータ化して、穴の

あくぐらい何回も見つめていたんです。模型は台紙

に油粘土でつくられていて築山もつくってありました。

考古学的な目で見ていくと、油粘土の油分が残ってい

る様子で、こっちが先でこっちが後だなというのが分

かってきます。

古谷｜そこが面白いですね（笑）。粘土のシミで…。

神谷｜どういう順序でつくったかなんて、自分ではすっ

かり忘れているわけですよ。僕が持っている写真は

ぎなかったわけですね。建築工事が始まって1年後

ぐらいか、竣工の半年ぐらい前だったか、知事さんが、

ともかく庭を開放したいとおっしゃって、かなり大々的

に設計変更を行いました。実はですね、庭の工事は、

予算の関係でずっと発注されなかったんです。結局、

知事の出した結論は、建築費の予算から出すのではな

く、香川県の主要な産業である石の業界を県として支

援する。その支援のきっかけとして庭づくりに石を使

う。そういう戦略で予算を捻出されたんです。ですか

ら、庭の設計とか屋上の設計変更は工事がかなり進ん

でから行われたんです。

古谷｜当時の丹下事務所のやり方としては、現場で考

えるようなことは、よくあったんですか？

神谷｜はっきりしないところは、ともかくイメージだけ

描いておこうと、そういう戦略でした（笑）。

古谷｜結局、だいぶ後から神谷先生が丹念に設計な

さったわけですが、丹下先生ご自身は、この庭のデザ

インにはあまり凝られなかった？

神谷｜いや、先生はもちろん興味をお持ちでした。し

かし、その時は知事と直接話していませんでしたから、

意気相通ずるという感覚がないわけですね。僕は直

接知事さんにお会いして、あるいは石屋さんとも会っ

て、山本忠司さんと一緒にあちこち見て歩いたりして

いますから、背景に現場体験がかなりありました。丹

下先生とはちょっとベースが違うわけです。丹下先生

は僕の話を聞いて「うん、うん」と言いながら、「それ

じゃあ君やってごらん」という感じでした。

古谷｜神谷先生にお任せになっていたんですね。自

信はおありでしたか（笑）。

神谷｜それはもう重圧感を感じていました（笑）。

古谷｜任された方はそうでしょうね。

神谷｜知事さんと飲みながらいろいろ相談している

と、イメージしているのはやっぱり緑豊かな香川の山並

みや屋島なんですね。ですから背景というか、道路側

には境界の塀をつくる代わりに、そういう地元に親しま

れる形態で小さな山をつくろう。それからもう一つ話

題に出たのは、香川県はしょっちゅう水不足に悩んでい

まして、知事さんも「もっと水があればな…」といつも

話していた。じゃあ水もテーマにしましょう…と。

古谷｜なるほど、そこで水が出てくる。

神谷｜広場、山、水…という3つの要素をどうつくる

か。早速、研究室に帰って、粘土でいろんな案をつくり

ました。

古谷｜2案、3案と順次検討されたようですね。

神谷｜そうなんです。丹下先生も時々のぞき込みな

がら、これは面白いとか、こんなのダメだとか言いなが

ら…。それである日、山本忠司さんと石を探しに農村

へ行ったら、田んぼのあぜ道の傍らに小さな祠
ほこら

があっ

て、そこに男根が祭ってあった。五穀豊穣、子孫繁栄

のシンボルだったんですね。それが、民主主義といき

なりドーンとぶつかったんです。

古谷｜民衆のエネルギーというか、そういうものを感じ

られたんですね。

密着焼きですから小さいし、昔のことだから見てもディ

テールまでは思い出せない。データ化して引き伸ばし

ていただくと、そうだった、そうだったって分かってくる

んですけど。

古谷｜考古学的検証がものを言って…（笑）。

神谷｜それでプロセスを整理していただくと、そのと

おりなんです。だからびっくりしました。やっぱり考古

学ってすごいなと思って（笑）。

佐藤｜面白いと思ったことが2つありまして、ひとつは

ピロティの下の空間ですね。最初の頃の案では、そこ

にも低い築山や芝生のようなものが…。

古谷｜入り込んでいますね。

佐藤｜それがだんだんきれいに整理されていって、ピ

ロティの空間、庭の空間が別の表現になりながら全体

としてつながっていく。それが非常にはっきり見えまし

たね。それからもう一つは、一番最初の案は、たぶん、

とりあえず…ということで描かれたと思うんです。

神谷｜浅田さんの案ですね。

佐藤｜川添登さんが『建築家・人と作品』［6］に書いて

おられますが、浅田さんが図面を引きながら「おい、こ

こに労働者の赤旗が林立するんだぞ」みたいなことを

言われたと…。そうしますと、神谷先生が考えておら

れた民衆の広場のイメージとは、少し違うんじゃないか

と思ったんです。その辺りはどうなんでしょうか。

神谷｜浅田さんはね、現場の段階では、途中で消え

ちゃったわけ。

古谷｜昭和基地の建設に没頭された（笑）。

神谷｜そうです。南極の仕事が忙しくなって研究室に

来れなくなったから、議論の機会が全然なかった。もし

浅田さんがいたら、もっと別の形になっていたかもしれ

ない。

古谷｜でも庭は、現場が始まってから知事が決断され

て、いざやりましょうということになった。むしろ浅田

さんがいらっしゃらなくなってから、実現に向かって動き

始めたわけですから、やはり、神谷先生案になったと思

います。ところで知事さんが、屋上も開放したいとおっ

しゃったそうですね、工事中に…。その時の話を聞か

せてください。夜の酒席で突然、「屋上も開放できな

いか」みたいな話になったわけですか？

神谷｜あれもやっぱり、デモクラシーだと思いますね。

僕は「屋上を開放するのは難しいです」と申し上げた。

「エレベーターは3台しかないですから、県民の方々

が屋上に上がる前提で設計していません。ちょっと危

ないです」と。知事さんは「それは県の方でコントロー

ルするから、屋上に上がって県民の方々が周りを眺め

るアメニティをつくってほしい」とおっしゃった。これは

非常に強い言葉で情熱的に要求されたんです。「さ

て、それでは…」ということになって、研究室に帰って、

西側に階段をつくって…。

古谷｜塔屋のところですよね。私も実は、20年近く

前にこの県庁舎を拝見した時に、屋上に上らせていた

だいて、思いもかけず素晴らしいと思ったことを覚えて

います。ピロティや1階の部分の素晴らしさはある程

玄関ホール陶壁画「和敬清寂」：正面は
「和」を表わしている

「1階の中心、コアーの壁面（5.4m×4.5m 
4面、5.4m×5.4m 4面）全面に、猪熊弦一
郎氏の陶壁画が貼られる。この壁画のテー
マは“茶の精神”によったものと言われ、東面
（ピロティよりの正面玄関ホール）が“和”南
側が“敬”北側が“清”西側が“寂”を表わすも
のとされている。猪熊氏によれば、“この和
敬清寂の精神は、古くからの日本的なデモク
ラシーの世界であり今日この精神は受け継
がれ生かされて行くべきであろう」とされて
いる」［出典：神谷宏治「香川県庁舎につい
て」『新建築』1959.1］

「さらに感激的な思い出は本館1階の壁画
のことである。ニューヨークで活躍中の猪
熊弦一郎画伯に壁画のデザインを早くから
お願いしてあったが、なかなか送ってこない。
落成式の一カ月前に苦心に苦心を重ねたら
しい音信とともに原画が届けられたが、その
手紙の中に「日本のあるべき民主主義の精
神は茶の心である。茶の真髄は和、敬、清、
寂である。これを四つの壁面に表現すべく
デザインした。この和敬清寂のデザインは、
金子さんが渡米、ニューヨーク滞在中、色紙
に筆で和と書き置いて帰ったのに端を発す
る」と書き添えてあった。この建築設計に
まったく適応したすばらしい壁画に猪熊画
伯の御努力と郷土愛を強く感じ深く感謝す
るとともに、和は限りなき成長を来たす根源
であると常に固く信じ、人にこわれるままに
馬鹿の一つ覚えに「和」と書きつづけて来
たのが、回り回ってこんな形でこの記念すべ
き郷土の建築の中に生きて来ようとは夢に
も思わなかった」［出典：金子正則「香川県
庁舎建設の思い出」『現実と創造 丹下健三 
1946─1958』丹下健三・川添登編著［美術
出版社／1966］］

右の立石は、“豊穣のシンボル”

［5］　佐藤竜馬「香川県庁舎南庭の基礎的
考察」『香川県埋蔵文化財センター 研究紀
要Ⅶ』［香川県埋蔵文化財センター／2011］
［6］　『建築家・人と作品 上』川添登著
［井上書院／1968］



32 LIXIL eye no.2 特集2　建築ソリューション 33LIXIL eye no.2

度、予想できました。しかし、屋上に上った時には、「こ

んなに素晴らしい空間があるのか」と、本当に驚きまし

た。それと一周まわっている庇ですね、丹下先生の案

を見た時に、浅田さんが「高層棟の高さを強調するた

めに、もう一層増やして、回廊をつくりましょう。そうす

るとその回廊から、四国の海や山並みがピクチュア・

ウインドウになってよく見えるようになる」と言われた。

丹下先生も、それは良い案だとおっしゃったとか…。

あの庇で切り取られる景色の、気持の良いキリッとし

た緊張感は本当に素晴らしいと思います。今回も、こ

の鼎談のための見学で、今は立ち入り禁止になってい

ますが、もう一度、屋上に上げていただいたんです。

やっぱりあの屋上が県民に開かれているのと開かれて

いないのとでは、大違いな気がしました。いくら1階が

ゆったりとした開放的な玄関であっても…。金子知事

がそこまで民衆に開くことに強い情熱をお持ちだった

訳は何でしょう。例えば、他の市庁舎や公共建築で、

そのような情熱のお持ちの方にお会いになったことは

ありますか？

神谷｜やっぱり金子知事が一番情熱的で印象的です

ね。香川県庁舎の素晴らしさの半分は丹下先生、半分

は金子知事さんに尽きると思います。

縄文と弥生が

ない混ぜになって両方ある

古谷｜縄文と弥生の話にいきましょう。たぶん、さっき

の田んぼの豊穣のシンボルも、そういう意味で言えば

縄文的なものに直接つながっているし、庭の築山の造

形も全部、力強さ、土着性みたいなものを持っている。

もちろん材料がそういうものでもある。コンクリートで

整然と打ち込まれた本庁舎と庭は、好一対をなしてい

ると思うんです。その辺がもう、縄文、弥生を超えた、

全体が少し性格の違う、あるいはスケール感の違うも

れた構造体自身でなければならないであろう」［11］と。

はっきりね、「露にされた構造」と。

古谷｜これは藤森（照信）さんと一緒につくられた作品

集［12］にも出ていましたね。

神谷｜戦後設計した広島平和記念資料館から始まっ

て倉吉市庁舎に至る作品群には、ラーメン構造のRCに

“露わにされた木造的な要素”を組み込んで、伝統を

踏まえた新しい建築表現を達成した。香川ではそれに

“縄文と弥生”というテーマが加わります。清水の舞

台を支える木組みには造形的な美しさだけではなく、

縄文的なたくましさもあふれていて、見る者を圧倒しま

すね。その影響もあって香川では建築と造園などの

設計に縄文を意識しています。これによって総合的に

日本の“伝統と創造”という課題に取り組んだと言える

でしょう。処女作以来15年以上の間、粘りに粘った

成果が香川でまとまったと僕は理解しています。その

持続力はすごい。

古谷｜丹下先生は大東亜建設記念営造計画、在盤谷

日本文化会館計画からずっと、モダニズムの中に日本

的なるものをどう表現するか、格闘されていた。それ

がひとつの結実したものとして香川県庁舎がある。例

えば高層棟では日本の伝統建築の木割りを想起させ

る柱と梁による立面が構成されている。軒の深い陰

影のある裳
もこ し

階のような雰囲気で、やっとモダニズムの

手法を持って日本的なるものを表現できたと我々も思

いますし、それはたぶん、丹下先生もお感じになったと

思いますね。

コア・システムと

モデュラー・コーディネーション

古谷｜今の関連で、無限定空間についてお伺いしま

す。当時の丹下研としては当たり前に議論されてい

たんですか？

神谷｜あの頃、研究室では1つのテーマでお互いに論

文を持ち寄って発表していまして、その中に“無限定な

空間の在り方”、“建築の社会性の問題”など、いろいろ

議論しましたので、そういう研究室の状況、考え方が

反映していると思います。例えば、柱の位置とスパン

を決める時に、建物の機能と空間をどう統一させるか

…。それは高層棟で端的に表れてきますが、職員の執

務室の機能を満たす空間をどうつくるかなんですね。

完成後、執務環境の変化に応じて自由に変えることが

できる空間、それを“無限定空間”と呼んだわけです。

機能や用途に応じた空間の在り方をいかにうまく用い

ていくかを繰り返し研究したのが、コア・システムとモ

デュラー・コーディネーションなんです。

古谷｜これこそまさに神谷先生の功績だと思います。

香川県庁舎よりも前は、ル•コルビュジエのモデュロー

ルを基にしていろいろ模索されていて、東京都庁舎ま

ではそれを使われている。ところが香川県庁舎では、

それが整理されて完成したというふうに拝見しました。

数字もスッキリした数字になっている。僕がすごい…

のが一緒にこの場をつくり上げている、そういう力強さ

を私は感じるんです。これを考え出した頃の意図とし

ては、この庭とこの庁舎の対比とか、そういうものはど

うだったんでしょうか。

神谷｜丹下先生が「伝統と創造」［7］という論文を、か

なり弁証法的な論法で書いておられる。僕はあれを

読んでも全然ピンとこなかった。静岡で登呂の遺跡に

行って現物を見ていまして、なおかつ、僕は落第して1

年間ブラブラしている時に美学の講義を聞いて、日本

文化というのは、縄文と弥生が紐のように絡んで共存

していると教わり、また体感しています。これは、なま

じっかの弁証論よりずっと強い。

古谷｜丹下先生の「伝統の克服」［8］は、県庁が竣工し

た際の『新建築』に発表された文章［9］と『朝日新聞』

に掲載された文章［10］に加筆したものだそうですが、

その中で香川は「弥生的なものをのりこえようとする

気持はより強く働いていた」とおっしゃっていますね。

「ここでは鉄にかわって、コンクリートが主体になって

いる、その構造的な合理性のなかで、コンクリートのい

のちを捜し出そうとして」…と。桂離宮に見られるよう

な弥生的なものがある一方で、どっしりとした田舎家が

持っている縄文的なもの、それを弁証法的に説明され

ていましたけど、直感的にはそういうものがない混ぜ

になって両方ある。まさに神谷先生がおっしゃったこと

と同じ感覚をお持ちだったのではないかと思いました。

「王朝的な絶対権威と、幕府や軍部の絶対権力の二

重の圧力によって、ながくとじこめられ、裏がえしにさ

れていた民衆のエネルギーが戦後、はじめて不十分で

はあるが、解放されたのである。この解放されたエネ

ルギーは、まだこんとんとはしているが、しかし伝統の

否定者、破壊者として、歴史の表面に現れてきた。そ

れはあるいはロックン・ロールへ、またロカビリーへ、

と転々とそのはけ口を見出そうとして、こんとんとし

ている」とあるんですね。その混沌としたエネルギー

が、丹下先生ふうに言えば、歴史的必然を持って昔の

ものを壊していく。何といいますか、ロックンロールま

で引き合いにして、種々雑多、多種多様なものがここ

に展開し得る。それが民衆のエネルギーとして解放さ

れる…とお考えになった。だから、行き着くところは結

局、同じことをお感じになっていたんだなと思いました

けど。

神谷｜香川県庁舎の仕事がくる1年ほど前ですが、あ

る日、丹下先生が清水寺の舞台を支える木組みの写真

を持ってきてみんなに見せながら「次の機会には、これ

を参考にしてRCのデザインに取り組んでみたいね」

とおっしゃったことがあります。今考えてみると、あの

提言は丹下先生が長年追及してきたテーマの総決算

だったように思います。その発端には丹下先生の処

女作と言われる岸記念体育会館があると思いますね。

古谷｜木造でモダニズムに挑戦されたあれですね。

神谷｜あの設計が終わって雑誌発表した時に、丹下先

生はそれから先、大変決め手になる記事を書いている

んです。「今日の装飾は、その隅々に至るまで、露にさ

というのもおこがましいのですが、すごいことだと思い

ました。つまり建築でいうと、5mmのディテールのス

ケールから10mの大きなスパンを決めるオーダーまで

が、ひとつの数列上で等価にシリーズとして扱われて

いる。そういう美しさがある。これはどんな思いでな

さったんですか？

神谷｜現実に直面して、例えば東京都庁舎でやったよ

うな状況を見ていますと、煩雑すぎて現場の職人さん

たちが戸惑ったり、製品の規格に合わないために、そ

の場で多少加工をしなきゃいけないという矛盾があっ

たんです。それを既製品のマーケットに通用するサイ

ズに合わせながら、なおかつ黄金比系列の考え方にも

適合させるという一種の折衷案、それをつくって、香川

でやってみたわけです。例えば、無限定空間である執

務空間には可動式の間仕切を入れて、常に変化に対

応できるようにしたわけです。また、執務室の外周に

は、900mm角の太いコンクリートの柱が12本並ん

でいますが、通常の建物では芯々制のために柱の間

に壁や窓が置かれますし、部屋の中には柱の厚みが飛

び出します。サッシュも柱とぶつかるところでは他よ

りも幅が狭くなって不揃いになる。また、柱によってモ

デュールの統一感は失われますし、空間の無限定感も

損なわれます。それを解消するために、柱を部屋の外

側に出して、柱列の内側で自由度の高い空間を展開す

る内法制の方法を採ったわけです。

古谷｜モデュラー・コーディネーションは香川県庁舎

で模範解答を示したことになりますね。ただしその数

列というのは、例えば3×6のパネルとか、そういう既

製の生産単位と密接に結び付いていないとダメだとい

うことですね。もう一つは、人間の尺度に準拠してい

る数字でないといけない。加えて黄金比があり、ル・

コルビュジエのフィボナッチ数列化した“モデュロー

ル”の概念がありますね。

神谷｜フィボナッチ級数を適用して縦横軸に同じ数字

を配しますと、その交点によってさまざまな形が出てく

るわけです。黄金比、正方形、黄金比を2つつなげた

黄金比の細長い空間。つまり、個人の小さな部屋から

都市の広い領域まで、すべてその黄金比系列に載せ

て空間配置を考えていけば、小さな家から広場まで連

続的に一定の比例で空間が変化、誘導し、展開してい

く。ひとつの提案としては、かなり意味があったと思っ

ているんですが、その後、あまり使われなくなりました。

使う機会がなかった。

古谷｜カーテンウォールになったのがいけなかったか

もしれないですね（笑）。それこそ自由な立面になりす

ぎたのかもしれない。構造の柱は元々は木造であれ

ば大した太さにはならないですが、8層、9層になる

と、コンクリートでつくろうと思えば、それなりの断面に

なって無視できない。つまり、芯々寸法では無視でき

ない大きさの柱が立ってくる。それも計算に含んだ、

そういう数列が必要だったのかなと感じたんです。無

視できない幅を持った柱が、戦後の日本が単純に木造

をコンクリートに置き換えるわけにはいかなかった理由

［7］　丹下健三「伝統と創造」『現実と創造 
丹下健三 1946─1958』丹下健三・川添登
編著［美術出版社／1966］
［8］　丹下健三「伝統の克服」『現実と創造 
丹下健三 1946─1958』丹下健三・川添登
編著［美術出版社／1966］
［9］　丹下健三「香川県庁舎」『新建築』
1959.1
［10］　丹下健三「日本の伝統の変革─民
衆の生命力、母体に 四畳半的反社会性を追
放」『朝日新聞』1959.4.21

［11］　丹下健三「岸記念体育会館」『新建
築』1941.5
［12］　『丹下健三』丹下健三・藤森照信著
［新建築社／2002］

大東亜建設記念営造計画 丹下健三案「大
東亜建設忠霊神域計画」［1942］［提供：丹
下都市建築設計］

在盤谷日本文化会館計画 丹下健三案
［1943］［提供：丹下都市建築設計］

岸記念体育会館［1941］［出典：『新建築』
1941.5］

高層棟屋上
「屋上は塔屋を中心に、その周囲を廻廊ふう
の軒によって囲まれたスペースで、（中略）
塔屋3階の展望台は市内最高のもので、こ
こからは市内を眼下に瀬戸内海、四国山脈
の山々、屋島などが望まれるのである。竣
工以来半年の間に、この屋上には県民の6
分の1、十数万の人びとが訪ずれている。
市内の人々は折に触れてここに上り、郡部の
町や村からは団体がバスを連ねて、日に何組
となく上ってくる。ここはそれらの人々の、
金のかからない手ごろなリクリエーションの
場所なのである。このような公共のスペー
スの積極的な導入は、金子県知事以下県当
局の強力な支持を受けながら実現した」
［出典：神谷宏治「香川県庁舎について」
『新建築』1959.1］
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葉を使っていますけど、まさにそれの初期的なもので

す。

古谷｜そうですよね。すごい画期的なことだと思うん

です。香川県庁舎以降、いろいろ、姿・形を変えて、

表面的な形式だけがいっぱいコピーされていますね。

庁舎が執務空間を超えた

生活の場だと…

古谷｜竣工時の『建築文化』に書かれた記事［13］、

なかでも神谷先生がル・コルビュジエの「伽藍が白

かったとき」を引用して設計主旨を書かれていますね。

「伽藍が白かったとき」は、権威がつくる建築ではな

く、市民のための建築ということだと思うんですが、神

谷先生の文章の書き出しはとても印象的でした。「こ

塾大学の図書館は、芯々制でいっているという話を、

囲碁と将棋に例えてうまいこと説明して下さった。津

田塾は芯々制なので囲碁のやり方でいったけれど、香

川県庁舎は内法制だから将棋の駒のようなかたちで

進めていく。そうすると間仕切りをしていく時にも、中

で柱が邪魔になったりしない、出っ張りが邪魔をしない

…、そういうことなんだと解説して下さった。なるほど

と思いました。

古谷｜大変明解な、分かりやすいご説明で、今まさに

みんながやっている外フレーム工法ですね。柱を外側

に出して内側をツルッとつくらないと、中のグリッドに

割り込んできちゃいますからね。今はマンションでもオ

フィスビルでも外側にフレームを出す方法が大はやり

ですね。香川県庁舎は、まさにその先駆けで…。

神谷｜今、皆さんストラクチュアとインフィルという言

のひとつでしょうね。耐震性の問題もあるし、無視で

きないほど大きくなっていった時の、ストラグルといい

ますか、そういうものが香川にはあった。でも結果とし

ては非常に単純なきれいな数字で出来上がっている。

スマートなモデュールだなと思うんです。佐藤さん、こ

の辺のこだわりに関しては、いかがですか。内法制と

か…。

佐藤｜その辺になると難しくて、私は十分理解できて

いませんが、その時代はちょうど尺貫法からメートル法

に変わっていく時期ですよね。そういうことが新しい

時代に工業化していく中で、今の尺貫法と違ってメート

ル法で工業製品をつくっていくとか、おそらくそんなこ

ともにらみながら考えられたんじゃないかなと思います

ね。それに関連してですね、長島先生からお聞きした

んですが、神谷先生と長島先生が一緒にやられた津田

の庁舎の1階部分は、公衆のスペースとしてすべて開

放されている」、この一文でほとんど全部を言い尽くし

ている気がします。さっきの7つの条件の中でも、民

主主義を体現することがひときわ大きな意味を持って

いたわけですね。また、大きな催しがある時は、「県庁

ホールが講演会場に選ばれ、1階の展示スペースが

物産陳列場に、ピロティが待合や受付に、庭が接待場

に当てられるだろう」とお書きになっている。それから

屋上の展望台は、市民にとって「気易く、金の掛らない

手頃なレクリエーションの施設として絶え間なく利用さ

れる」のではないか。さらに「いろいろな社会的な事

件、様々のドラマがここを舞台として展開され、繰返さ

れながら、ここに庁舎と民衆の生活的な交流の歴史と

して刻まれ積み重ねられて行かねばならない」。なか

でも特に、庁舎は「事務的な用を足すだけのものを超

えた、様々な生活を体験するだろう」、庁舎は執務空間

を超えた生活の空間だ…とお書きになっている。職員

はもちろんですが、そこを訪れる市民にとっても生活

の場になる…と。これは今聞いても斬新です。今は

むしろ後退しているかもしれない。本当に核心を突い

た内容が、この短い神谷先生の文章に書かれています

ね。

神谷｜それは『新建築』で藤森さんと対談した時に申

し上げた［14］けど、いわば作業仮説でして、将来こう

いう社会的なニーズが発生するだろう、それに対して

こういう空間を用意しておこうと、知事や丹下先生や

我々が想定してつくったものです。

古谷｜しかし、あの時代に明るくて開放的で自由に役

所の内部に入っていける、というピロティの開放感は

新鮮でしたね。

神谷｜未来を想定した空間に金を出す公共事業体は

稀ですね。金子知事がいなかったらできなかった。同

時に仮説の正当性を主張する“言葉”が必要でした。

古谷｜丹下先生は、そういうことに長けた方でしたか。

神谷｜先生も金子知事さんも、先見力に富み、我慢強

く相手を説得する意欲と能力の持ち主でしたね。そ

の後、屋上は周囲の建築が高層化して見晴らしが悪く

なり、残念ながら閉鎖しましたが…。

ユニバーサルに考えて

ローカルに行動する姿勢が大事

古谷｜戦後の民主主義を目に見える具体的な形にし

て見せると同時に、戦前から日本人建築家が抱き続け

てきた日本の伝統とモダニズムを具体的に体現するこ

と。香川県庁舎によってこれらがふたつながら達成さ

れているわけですね。

神谷｜香川が完成した後で、代々木のような別な形

で同じ問題に挑戦し、解決をしている。香川があり、

代々木があり、そしてまたカテドラルがあるわけです。

その後どうするかというのは、いまだに我々の課題で

あり続けているんですが…。

古谷｜ただ、普通の人にとっては、香川における日本

［13］　神谷宏治「香川県庁舎について─2
～3のメモ」『建築文化』1959.1
［14］　連載・戦後モダニズム建築の軌跡
─丹下健三とその時代04・05（神谷宏治
×藤森照信）『新建築』1998.4・5

香川県庁舎第五期工事設計図 断面図
［所蔵：香川県］

津田塾大学図書館［1954］［写真：平山忠
治｜提供：丹下都市建築設計］

国立屋内総合競技場［1964］［写真：村井
修｜提供：丹下都市建築設計］

東京カテドラル聖マリア大聖堂［1964］［写
真：村井修｜提供：丹下都市建築設計］
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的なものの表象は分かりやすいのですが、代々木にな

りますと…。

神谷｜代々木に関しましては、丹下先生がアメリカへ

行って、MITで学生に指導したプロジェクトが直線の

「ハ」形なんです。それがWHO世界保健機構のコン

ペの応募案では、ソリを持った形に変化するんです。

それだけじゃなくて、空に向かう垂直の軸線と、裾に向

かう水平の軸線、その交点に人間がいる。その形のイ

メージが東京計画1960で住宅棟につながって、それ

を受けて代々木の形が生まれるわけです。ですから、

いきなり代々木が出てきたわけじゃなくて、やはり伏線

が幾つかあるんです。それにたまたま私はずっと関係

していたものですから。良い体験をしたと思います。

古谷｜そうですね。神谷先生はこの後、代々木にもか

かわられていますね。まさにその両方を体感、体験さ

れたわけですから生き証人ですね。話はちょっとそれ

ますが、代々木は第一体育館と第二体育館があって、

僕が高校生になって本当に建築科を受験しようと思い

始めた頃に、絵を描きによく行きました。そうすると、

第一体育館と第二体育館がつながって見えるアングル

があるんです。それがほとんど決め手になって、僕は

もう絶対、建築家になりたいと思いました。

神谷｜あれは、格好良いですからね、半年後ぐらいに

敷地全体のマスタープランに取り組む時期がきて、そ

れで現在のような形になっていくんです。裏にスッと

つながっていく（笑）。

古谷｜その時はただきれいだと思って絵を描いていた

んですが、後から思い直してみると、いわゆる敷地のブ

ロックを超えてつながっているように見える。そうする

と都市の中に建築があって、それは一つひとつの建築

じゃなくて、つながり合って出来ている。都市の空間

はそうやって出来ているということが、高校生ながらに

何となく感じたんだと思うんです。すごく大きな仕事

だなという気がして建築家に憧れたんですよ。その関

連で言いますと、香川県庁舎はひとつの建築であるだ

けじゃなくて、都市にとってプラスになるような、つまり

もうちょっと広範囲に都市というものに寄与できるも

の。きっと香川県庁舎のピロティにはそういったもの

ろうと思うんです。やっぱり今一番、持続可能な建築

を生み出していくための原動力としては、ハード的なも

のをしっかりするのはもちろんですが、それ以上に実際

に使うというかたちで、みんなで支えていくことが将来

へつながることになると思います。

古谷｜おっしゃるとおりですね。ところで神谷先生、こ

の香川県庁舎の精神は、日本の建築家とか事務所に、

どういうふうに引き継がれたとお思いですか？

神谷｜引き継がれたというより、僕が引き継ぐべきだと

思っているのは、ユニバーサルとローカルです。現代

社会は、世界中どこへ行っても同じような建物がある。

自分が今、ニューヨークにいるのか、香港にいるのか、

インドにいるのか分からないみたいな風景があらゆると

ころにある。ユニバーサル化された状態の中で、ロー

カルなデザインが強く求められる。地元に根付いた建

築的遺産を再発掘して、新しいデザインを展開してい

く。丹下先生の伝統と創造に帰着するのですが、香川

がもし未来に対して発言するとすれば、やっぱりそこが

一番大事だと思います。ユニバーサルに考えて、ロー

カルに行動する姿勢ですね。ともかく立ち腐れで惜し

まれながら消えていったという状態だけは、免れてほし

い。この庁舎は、ユニバーサルとローカルの問題を考

える時に、非常に良い事例、現実の事例として存在し

ているわけです。大きく言えば日本文化の未来のため

に、ぜひ残してほしい。過去の誇りだけで言うわけで

はないのです。

古谷｜まさに、今日も、とても伺いきれませんでした。

ひとつの建築がここに実在するというだけで、世代を

超えていきさつを紐解くことができるし、またそれを語

り継ぐことができる。周りが変貌し、必然的に都市の

コアとしての機能も変質しながら、まさに持続している

という状態がもたらす価値は計りしれませんね。香川

県高松の方たちのためだけの価値にとどまらない、そ

れは明白だと思います。佐藤さんからもひと言お願い

します。

佐藤｜今年は「瀬戸内国際芸術祭2013」の一環とし

て、「丹下健三生誕100周年プロジェクト」が行われ

ます。展覧会「丹下健三 伝統と創造～瀬戸内から世

界へ～」や香川県庁舎のガイドツアーが開催されます。

ぜひ高松にお越しください。

古谷｜香川県庁舎がこうして建ち続け、使われ続けて

いることで半世紀の歳月を超えて、さらに若い世代に

会話がつながれていると思います。

本日は長時間、本当にありがとうございました。
［収録：2012年12月10日］

が表現されていて、その先に代々木もあるような気が

しますね。

佐藤｜都市とのつながりの話ですよね。4年前の50

周年の時ですが、神谷先生が『建築文化』に書かれて

いたように、みんながここに集まって何かをやりたいと

いうことで、庭園コンサートを企画して、50年前の竣

工の時と同じ獅子舞の団体に舞ってもらったり、吹奏

楽の演奏など、いろんなことをやったんです。この県

庁から3、400m離れた東の方に、高松港から延びて

くる中央通りという大きなメインストリートがあるんで

すが、その通りの辺りまでコンサートの賑わいや演奏が

聞こえたらしいんです。それに誘われて見に来た人も

結構いまして、延べ350人くらい集まったんです。普

段は夜になったら静かなところなのに、夕方から人が集

まってきて、最後はみんなで香川県民歌を歌ったんで

す。すごく一体感があって、この庭が都市の中にある

意味とはこういうことなのかと、その時に感じました。

当初の丹下さんや神谷先生たちの考えていた理念が

実現するかどうかは、まさしく私ども使い手に懸かって

いる問題です。

古谷｜佐藤さん、『あのころの香川県庁舎を語る』で書

かれているボイドの話を披露していただけますか？

佐藤｜この県庁舎は、当時は香川の記念塔になる都市

のコアとして建設されました。最初のうちは文字どお

りあちこちから眺められる記念塔であったものが、最近

では周りも高層化して、それが埋没しかかっているよう

にも見える。ただし、都市の再開発でかなり建て込ん

ではきたけれども、そのことが逆にこの庭やピロティ、

1階ロビーにおけるオープンスペースの重要性を再認

識させる契機になっているのではないかと思うんです

ね。文字どおり本館が見えていた時はもちろん象徴性

があったと思いますけど、なくなってきた時に初めて、

ここに仕込まれていたボイド、つまり空隙としてのピロ

ティだったり庭が、周りが建て込んでくればくるほど、そ

の重要性が増すのではないかと思うんですね。

古谷｜とても鋭い見方だと思いました。もしこういう

オープンスペースがなければ、ただ建て込んでいる中

の一介の建物になっちゃうところですもんね。

佐藤｜それは庭園コンサートでも経験しました。それ

から近くに小学校がありますので、学校帰りに子どもた

ちがあそこのベンチに座って遊んだり、県庁に用事は

ないんだけど、結構いろんな人が通りがかりにふらっと

立ち寄ってピロティの下で涼んだりお弁当を食べたり

している姿は、日常的にあるんですね。そういうのを

見て、この場が持っている意味はすごく大事なんだと

実感するようになりましたね。

古谷｜都市のコアは50年を経て、なお真価を発揮し

続けているということですね。

佐藤｜最近よく聞く話ですが、50年たったので重要

文化財にすれば後は大丈夫だと言われるんですが、

そんなことは全然なくて、言葉は適切じゃないですが、

やっぱりこれをいかにうまく使っていくか、使いこなし

ていくかが大事で、それがあった上での文化財なんだ

対談後記─古谷誠章

日本の伝統とモダニズムの相剋を超え、
戦後の民主主義を体現する

香川県庁舎は僕が長らく敬愛する建築のひとつで、20年ほど前に全館を案内し
てもらったことがある。その時、最も印象的だったのが鼎談でも述べた屋上空間、
その庇やペントハウスの造形だったが、もう一つ、職員用の備品家具の図面と、当
時まだ現役で使われていたその木製キャビネットにも大変恐れ入った。すべて丹
下研究室の手によって小さな備品の隅々まで丹念に描かれ、並々ならぬ設計の情
熱を感じたのを思い出す。まだスチール製のオフィス家具が量産される以前の、
すべてが手づくりの時代の、何とも手間ひまの掛かった、しかし同時に注がれた情
熱の分だけ、ものを慈しむ心が自然に湧いてくるような、そんなオフィス家具だっ
た。今でもその一端は、エントランスやホールロビーに残されているベンチなどの
家具類に見ることができる。
これと同じことは建築自体や外構の庭にも通底している。いつ行っても建物の
隅々にまで心の行き届いた管理がされていたが、聞くところによれば、これは庁舎
供用当初より香川県の戦争寡婦の団体である清和会の手によって、丹精込めて清
掃がなされていたとのことだった。ところが近年になって競争原理の導入とやら
で、清掃業者間の入札によって仕事が発注されることとなり、そうもいかなくなって
しまったそうで、少し寂しい感じがする。
民主主義を体現する県庁舎の庭も、完成後にさまざまな催しに供され、とても賑
わったようだ。直線的で端正な庁舎建築と土着的なエネルギーを感じさせる庭空
間の対照が、縄文と弥生がまさに“あざなえる縄のように絡み合った”日本文化の特
質を想起させる。今回、初めて神谷さんにお会いして建設当時の話をじかに伺い、
その頃の猪熊さん、金子知事、丹下さんの意気込みを感じることができて、とても
興味深かった。また建設当初の息吹を“考古学的”につぶさに掘り起こした佐藤さ
んらの、この県庁舎を盛り上げ、使い続けようとする意志にも触れ、今後に新鮮な
期待を抱いた次第である。

設計者と県側の共同者であった山本忠司さん（生前に僕も何度もお会いしたこと
がある）らが一体となって、奮闘してつくり上げた庭の造形、僕はこの造形こそが後
の国立代々木競技場において、敷地を超越して都市に姿を現す、日本を代表する
建築のイメージにつながったと確信する。

話をする神谷氏（中）、佐藤氏（右）と古谷氏
（左）

かみや・こうじ─建築家／1928年生まれ。1952年、東京大学工学部建築学科卒業。旧制大
学院に在籍。丹下健三研究室で建築・都市の設計研究にあたる。1961年、都市建築設計研究
所（URTEC）代表。1971年、退任。1972年、日本大学生産工学部教授。1977年、神谷・荘
司計画設計事務所顧問。1998年、日本大学名誉教授。2010年、日本建築家協会名誉会員。
主な作品：国立屋内総合競技場［1964］※、日本万国博 お祭り広場大屋根［1970］※、川崎市民
プラザ［1979］、王禅寺ヨネッティ［1990］など（※はURTEC時代の作品）。

さとう・りゅうま─香川県文化財専門員／1966年生まれ。1988年、関西大学卒業。同年、
香川県に入庁。埋蔵文化財センター、教育委員会文化行政課、歴史博物館、観光交流局を経て、
2012年─、文化振興課（丹下健三生誕100周年プロジェクト事務局）。
主な著書：『中世讃岐と瀬戸内世界』［共著、岩田書院／2009］、『続宇多津町誌』［共著、香川県
綾歌郡宇多津町／2010］など。

ふるや・のぶあき─建築家・早稲田大学教授／1955年生まれ。1978年、早稲田大学卒業。
1980年、同大学大学院博士前期課程修了。1986年から1年間、文化庁芸術家在外研修員とし
てマリオ・ボッタ事務所（スイス）に在籍。近畿大学助教授を経て、1994年、早稲田大学助教授、
NASCA設立。1997年より現職。
主な作品：アンパンマンミュージアム［1996］、詩とメルヘン絵本館［1998］、早稲田大学會津
八一記念博物館［1998］、ZIG HOUSE／ZAG HOUSE［2001］、近藤内科病院［2002］、神
流町中里合同庁舎［2003］、茅野市民館［2005］、高崎市立桜山小学校［2009］、小布施町立
図書館「まちとしょテラソ」［2009］、早稲田大学理工カフェ［2009］、鶯庵［2009］、T博士の家
［2010］など。

東京計画1960─その構造改革の提案
［1960］［写真；川澄明男｜提供：丹下都
市建築設計］

［取材協力］オオニシ薬局／香川県／丹下都市建築設計
［その他］特記のない写真は、フォワードストローク
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瀬戸内生活工芸祭

昨年（2012年）の11月23日、24日の2日間、香川県高松市で第
1回「瀬戸内生活工芸祭 2012」が開催されました。全国各地
からクラフトに関わる作家たちが、自信作を携えて高松城跡の玉
藻公園に一同に集まり、展示販売するクラフトフェアです。
この生活工芸祭開催の「言い出しっぺ」のひとりである私は、行
きがかり上、出展者を選ぶ選考委員を務めさせてもらいました。
私としては、「生活工芸」というキーワードがある以上、なんらか
のかたちで暮らしに役立つ道具を選ぶべきだと思っていました
が、そういう基準では選びにくい作品もありました…と言いながら

も、作品の発する不思議な底力に魅了され、ぜひ、実物を自分の
眼で見、手にとって撫で回してみたくなるモノ、さらには、その作者
に会って話を聞いてみたくなるものがありました。
今回、仕

アトリエ

事場を訪問する金属造形の渡辺遼さんはその1人でした。

若いアーティスト夫妻との出会い

渡辺遼さんとは玉藻公園の会場で会いました。もちろん初対面
です。いくつかの展示ブースが横並びに並ぶ中のひとつが渡
辺さんのブースで、平べったい石ころのようにも甲虫の殻のように
も見えるモノと、器と言われれば器に見えないこともない容器と、

中村好文：文とイラスト
Yoshifumi Nakamura

金属造形・渡辺遼さんと
ブロンズ鋳造・須田貴世子さんの巻
Ryo Watanabe│Kiyoko Suda

2

左─須田さんの仕事場。渡辺さんが手作りしたもの。南面した４つの窓から暖かい光が入る｜
右─どう見てもガレージにしか見えないが、この中が渡辺さんが日夜、制作に没頭する仕事場

渡辺さん夫妻が両親と住んでいる、ごく普通の住宅街の住宅。
庭先もアトリエとして使うので、もの珍しそうな目で見られること
もあるという

上─型ガラスの嵌った窓から入る光が柔らかく室内に漂う渡辺さんの仕事場｜下─和室の畳の上に合板を敷き詰めた須田さんの仕事場。須田さんは床にちょこんと座って作業する。床の間を背にしてミ
ニバイク「モンキー」が鎮座しているのが面白い

イラスト：渡辺遼
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球をふたつに割ったような電気の笠などが並んでいました。素
材はすべて鉄で、表面仕上げに特徴があり、形態の魅力とは別
に、その風合いと景色も見どころであることが直覚できました。
渡辺さんは作品から受ける印象をそのまま人柄に投影したよう
な物静かな人物で、低い静かな声で、ゆっくり自分に言い聞かせ
るように話しますが、その話ぶりに私は親近感を抱きました。
2日間の会期は大盛況のうちに終わり、最終日の夜には、出展
者、主催者、選考委員を交えた賑やかな打上げパーティが開か
れました。このパーティは、ふだん接点のない若いアーティストた
ちとお酒を酌み交わしながら本音で語り合える、私にとっては、ま
たとない良い機会になりました。渡辺さんはパートナーでブロン
ズ鋳造の仕事をしている須田貴世子さんと一緒に参加していま
した。渡辺さん、須田さんと雑談するうちに、私はふと思いつい
て、ふたりに「木製サッシのレバーハンドル型の金物をブロンズの
鋳物で制作することはできますか？」と打診してみました。最近
私は、木製のサッシを使うことが多いのですが、そのサッシに付い
ているアルミ製で角張った無機質のデザインが気に入らず、「もっ
と握り具合の良い素材と形にしたい！」と考えていた矢先だった
のです。つまり、このふたりは、協働で「役立つ道具」を作ること
のできるかもしれない、私にとっては「渡りに舟」の人材でした。
嬉しいことに、ふたりからは異口同音に「ぜひ、やってみたいで
す！」と快諾の言葉をもらいました。

「芸術は屋根裏部屋から生まれる」

取材依頼の電話をしたとき、渡辺さんは、例の噛みしめる口調
で「えーと…両親と普通の家に同居していて、仕事場といって
も、小さなスペースですから、本当に自

う

家
ち

なんかでいいんでしょう
か？」と気にかけつつ、快く引き受けてくれました。私は、功なり
名遂げたアーティストの仕事場に、もちろん興味はありますが、こ
れから伸びていくであろう若いアーティストの、言ってみれば「駆
け出し時代」の仕事ぶりや暮らしぶりのほうにも、大いに心惹か
れます。
「芸術は屋根裏部屋から生まれる」という名言を持ち出すまでも
なく、金銭的にも環境的にも恵まれすぎていないことが、若いアー
ティストの骨格を形づくり、精神に筋金を入れるものだと私は考え
ていますので、渡辺さんの住まいと仕事場は、私としては「願って
もない」取材先なのでした。

大宮駅でカメラマンのAさんに拾ってもらい、車で走ること10分
あまり。迷うことなく渡辺家の門の前に到着しました。いくらか
緊張気味の渡辺さんと須田さんに3ヶ月半ぶりに再会。とりあえ
ず2階に…ということで、2階の居間兼作品展示室のようなとこ
ろに通され、雑談しながら周囲に置かれているふたりの作品をひ
とつひとつ眺め渡しました。作品展示室と書きましたが、シンプ
ルなスチール棚と木製の戸棚の上に、ふたりの作品がバランス良
く配置され展示されているので、小さなギャラリーの一室で開か
れている「渡辺遼、須田貴世子 2人展」の会場に入り込んだよう
な錯覚を覚えます。この部屋では、ふたりがこれまで取り組んで
きた作品と、これからやろうとしている試作品的な作品の話を聞
かせてもらいました。
それから、階下の須田さんが仕事場にしている八畳間をチラリと
覗き、いったん外に出て、ガレージを改装した渡辺さんの仕事場
と、渡辺さんがセルフビルドしたという、須田さんの仕事場を見学
させてもらいました。
まずは、渡辺さんの仕事場です。
狭い入口をすり抜けるようにして中に入ると、右手に窓に向かっ
て鉄板製の甲板の大きな作業台がドーンと据えられており、型板
ガラスで拡散された自然光が、作業机と仕事場全体を柔和に照
らし出していました。もともとは簡素なガレージですから、安物の
アルミサッシに薄っぺらなガラスが嵌っているだけなのに（悪口で
はありません、悪しからず！）、どうしてこれほど静謐で、神聖と言いた
くなるような光に満たされた空間になるんだろう…？　一歩、足
を踏み入れた状態で、私は絶句し、しばしその場に立ちつくして
しまいました。建築家の悪いクセで「窓の方位のせいか？」とか
「甲板の鉄板が光の反射として作用するからか？」とか、あれこ
れ推測しましたが、どの理由も自分の気持にしっくりおさまりませ
ん。「大げさな！」と笑われるのを覚悟の上であえて言えば、モ
ンパルナスのアルベルト・ジャコメッティのアトリエに漂っていた空
気と同質の空気の濃度を私は感じていたのです。作業場とい
う密室に、創造の「気」がエーテルとなって漂っていたと言い替
えてもいいかもしれません。
そう、「芸術はガレージからも生まれる！」ものなのです。
数分間の呪縛が解けて目を転じると、甲板の下、作業中でもすぐ
手の届くところに、様 な々サイズの木槌と金槌がズラリと並んでい
ました。そして、あらためて作業場を見渡せば、使い込まれた道
具たちが、所定の位置にお行儀良くおさまって出番を待っていま
した。
「なにか作業をしている様子を撮らせてもらえませんか？」という
Aさんの声に応えて、渡辺さんは、カウボーイが拳銃を抜くように
素早く木槌を引き抜いて、鉄板を叩き出す作業を実演してくれま
した。
カンカンカンカンカンカン、カン！、カンカンカンカンカンカン、カン！、と
いう正確なリズムが刻まれ、厚さ1ミリ鉄板のヘリがたちまち見事
な曲面に変形していきます。ややあって、渡辺さんは叩く手を止

なかむら・よしふみ─建築家／1948年生まれ。武蔵野美術大学建築学科卒業。1972─
74年、宍道設計事務所。1976─80年、吉村順三設計事務所。1981年、レミングハウス設立。
主な作品：三谷さんの家［1986］、REI HUT［2001］、伊丹十三記念館［2007］など。
主な著書：『住宅巡礼』［新潮社／2000］、『住宅読本』［新潮社／2004］、『意中の建築 上・
下』［新潮社／2005］、『Come on-a my house』［ラトルズ／2009］、『普通の住宅、普通の
別荘』［TOTO出版／2010］、『建築家のすまいぶり』［エクスナレッジ／2013］など。 

［撮影：相原功］

上左─鉄板を叩き出す渡辺さん。カンカンカンカンカンカン、カン！　とリズミカルな音が響く
｜上右─平べったい作品は鉄製、ゴツゴツした石器のような作品はブロンズムク材の鋳物｜下
─ズラリと並んだ、木槌と金槌。「ホントに、こんなにいるんですか？」と訊ねたくなる

ブロンズの鋳物の製法につい
て須田さんから講義を受ける
私

め「この音に近所から苦情が出たりするんですよ」と、ちょっと顔
を曇らせました。
つづいて、須田さんの作業場です。こちらは母屋と敷地境界の
隙間に嵌め込むように建てられています。この板張りの作業場
は、渡辺さんの手作りです。引戸を開けると、室内は思いのほか
明るく、どことなく華やいだ雰囲気があるのは、やはり女性の仕事
場のせいでしょうか。この作業場もおびただしい道具類が見事
に整理整頓されて並んでいました。ここでもAさんの注文に応
じて、須田さんは銅鐸を扁平にしたような作品の表面に模様を
付ける作業をして見せてくれました。こちらは、親指の太さぐら
いの可愛い金槌で、音も、カ、カ、カ、カ、カ、カッ、ぐらいで、ご近所
を気にしなくて良さそうな音でした。

寺子屋の「モンキー」

ところで、先ほどちょっと触れましたが、じつは須田さんは、母屋の
中にも仕事場があります。もう一度、母屋に引き返して、あらため
て、そちらも見せてもらいました。
もともとは八畳の和室だった床にベニヤ板を敷き、障子の嵌った
窓際の片隅が須田さんの仕事のコーナーです。そこの床にちょ
こんと座って作業する様子を見て、私が「寺子屋の子供のようだ
ね」と言いますと、須田さんは「そうそう、寺子屋なんです」と笑っ
て応えました。須田さんの細かい作業は見ようによっては「内職
仕事」のように見えます。失礼をかえりみず、私は、手ぬぐいで
姉さんかぶりし、黒い腕カバーを嵌めた須田さんの姿をまぶたの
裏に思い描いていました。
そうそう、この部屋については特筆しておかなければならないこ
とがあります。
写真をご覧いただければ一目瞭然ですが、床の間の桐箪笥の
前に、なんと！、ホンダのミニバイク、あの「モンキー」が鎮座してい
るのです。私の目には「シュールな光景」に映りましたが、渡辺さ
んは、子供のころからジープやバイクが大好きだったそうで、大学
を出てからは、バイクの部品を作る工場で働いていたそうですか
ら、このモンキーも、制作のための一種の教材的な働きをしている
と思えば、納得できないこともありません。
鉄という安価で素っ気ない素材が、手を加えることで思いがけな
い魅力を生み出すことが面白い…と話す渡辺さんと、ブロンズと
いう素材そのものに、えもいわれぬ魅力を感じる…と語る須田さ
ん。ふたりの若いアーティストの生気みなぎる制作現場の見学
で、元気づけられ、鼓舞された有意義な取材になりました。  

左─須田さんの仕事場内部。天井が高く明るく気持の良い室内。屋根の勾配が緩いので雪が
積もると雨漏りするのが難点｜右─須田貴世子さんのブロンズの鋳造作品。鋳物の制作は場
所を取るので千葉の工場でするとのこと

手製のスチール棚にきれいに並べられた渡辺遼さんの作品
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廃校リノベーションで
地域に根差した
新しい拠点づくり

近年の少子高齢化、人口減少という社会状況の中で、公立の小学校、中学校、高校を合わせ
ると毎年500校近くが廃校となっている。1992年以降廃校となった延べ数は6,834校
に上り、その7割が何らかの活用が図られていて、残り3割は、さまざまな理由から未利用の
ままという。公立学校を管轄する文部科学省では2010年に「みんなの廃校」プロジェクト
を立ち上げ、廃校を積極的に活用するための支援を行っている。
本特集では、増え続ける廃校を知恵とアイデアで地域のために有効活用している事例を紹
介しながら、ストックとしての建築の未来を考える。

京都国際マンガミュージアム：国内初
のマンガ総合文化施設。マンガを複
合的に体験できるとあって、国内外、
老若男女を問わず多くの人が訪れる

上─3331 Arts Chiyoda｜中─三代校舎ふれあいの
里｜下─白神フーズ ［写真：白石ちえこ］

［特記のない写真は、シヲバラタク］
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総住宅数、空き家数および空き家率の推移─全国（昭和33年─平成20年）や取り壊し予定などもある。これら空き

家の問題点として、防災上の安全性や

防犯性の低下、ごみの不法投棄による

悪臭や、蚊・ねずみの発生など衛生の

悪化、樹木の越境や雑草の繁茂、落ち

葉の飛散による近隣への迷惑や景観の

悪化などが挙げられる。そこには、建物

を取り壊すと固定資産税が上がるなど、

制度的な理由も関係しているが、空き

家や廃校がまさにデッドストックとなるこ

とで、犯罪の温床となるなどマイナスの

危険性も孕
はら

んでいる。そのため、空き

家の情報収集と管理には今後、一層の

努力が必要なのである。

2010年頃から各自治体では「空き家

対策条例」などを制定し、空き家の所有

者に適正な維持管理を義務付けるとと

もに、自治体が空き地の所有者に必要

な措置を勧告できるなど、対策が講じら

れている。今後は、空き家・空き地だ

けでなく区分所有のマンションにおいて

も同じ現象が起こるので、管理運営の

問題は非常に大きい。

　

ストックを資産として捉える視点

繰り返しになるが、ストックである住宅

や空き家などの建物を、まちづくりの資

産、すなわち不動産として捉えること

で、新たな資産価値を創造する可能性

があるのである。ストックの利活用に

より都市の安全性を向上させ、地域の

活性化を図り、大地震に備えるセーフ

ティーネット住宅としての役割も期待で

きる。

次に、その資産を地域住民に伝えるた

めの情報発信・伝達システムと、管理

が必要である。実現方策については今

後の課題であるが、ハード、ソフト、ハー

ト面からの取り組みと、産･官･学･民

の協働と連携で検討されることを願う。

フローからストックの時代

日本の経済は成長期から成熟期に移

り、フローからストックの時代となった。

人口減少と少子高齢化の今、高度成長

期に建てられた建物が、まさに高齢化、

老朽化して世の中にあふれ出そうとし

ている。今日、住宅の空き家は1,000

万戸に達する勢いであり、橋や道路、ト

ンネルなどの都市を支えるインフラの

巨大構造物も一気に老朽化が進行して

いる。

少子化による公立の小・中学校の廃校

も増加し、住宅を含めたこれらの社会資

産をどう有効に利活用していくかは、低

迷する経済状況の中、取り組んでいか

なければならない課題である。

本稿では建築ストックの利活用におけ

る課題と、今後の方策について述べる。

建築ストックを活かした
地域再生とマネジメント

まちは社会的資産であり、地域住民の

大切な資産でもある。住宅や都市基盤

を資産として位置付け、不動産としての

視点から、地域再生を行う必要がある。

建築ストックの増加に伴い、老朽化した

オフィスビルの修繕、住宅の耐震改修、

マンションの建て替えや更新など、リノ

ベーションが盛んになっている。

リノベーションのやり方によっては、都

市環境性能の向上を図ることができる。

例えば、木造密集地での建て替えに伴

う再開発時に、積極的に緑地空間や公

共空間を生み出し、災害時の避難所と

して確保できれば、防災安全性の向上

につながる。こうした建て替え促進に

は、住民の合意形成が不可欠であり、公

的資金など制度のデザインが必須であ

る。

地域レベルの建築ストックの再生では、

地域の特性に応じた再生手法が重要で

ある。シャッター街の活性化について

は、自治体を始め各地域ですでに多く

の事例があるが、成功例は少ない。

また廃校については、文部科学省の「み

んなの廃校」プロジェクトで推挙してい

る多くの事例に見るように、地域特性に

応じ、地元の人々や自治体、NPOなど

との協働によるさまざまな試みが行わ

れ、採算を別とすれば、それなりの成果

を生んでいると思われる。

建築ストックを維持運営していくには、

地域マネジメントやエリアマネジメント

など、ストックに対する管理が重要であ

る。特に、継続的に維持管理していく

ためには、ライフサイクルに応じた改修

や更新周期、ラフサイクルコストなどの

マネジメントが必要だ。ハード面だけで

なく、社会経済的条件として法制度の

整備や、金融、財政、税制度などソフト

面の対策が必要である。

合意形成に対しては、地域コミュニティ

の形成が欠かせない。ハード、ソフト、

ハート（心）面からの施策とマネジメント

システムの構築が不可欠なのである。

　

建築ストックを
セーフティーネット住宅として活用

空き家の利活用は、NPOなどによる

空き家再生プロジェクト、空き家バンク

などの取り組みや、SOHO、高齢者の

集会所など、さまざまな利用事例がある

が、それらに加えてセーフティーネット

住宅としての利活用がある。

先の東日本大震災や福島原発事故の際

に、仮設住宅や復興住宅の建設に時間

が掛かる状況を考慮すると、空き家や

廃校は、その間の生活基盤を確保する

一時避難所として利用できる場所なの

である。平常時は地域のコミュニティサ

ロンなどとして利用しながら、非常時は

被災者のための住居として活用できる

よう、電気やエネルギー供給などライフ

ラインを整備しておく。空き家のセーフ

ティーネット住宅化を推進することは、

都市防災の観点からも重要と考える。

最近では、空き室が目立つ全国の雇用

促進住宅についても、セーフティーネッ

ト住宅の可能性を探るべく、調査が始

まったばかりだ。

　

建築ストックの情報管理が大切

空き家の種類には、別荘などの2次的

住宅や、賃貸用または売却用の住宅（新

築・中古）、その他、人が住んでいないな

ど、上記に該当しない、例えば長期不在

資産としての
建築ストックの利活用について

みつはし・ひろみ─（社）日本不動産学会会長／1968
年、日本大学大学院理工学研究科修士課程修了。1977─
79年、第19次日本南極地域観測隊越冬隊に参加。2012
年3月まで日本大学理工学部教授。同年4月─、非常勤講
師。2008年より現職。2009年─、資産評価政策学会会
長。専門は不動産科学、建築学。
主な著書：『不動産学事典』［共著、日本不動産学会編、住
宅新報社／2002］、『都市建築のビジョン』［共著、日本建
築学会編、日本建築学会／2006］、『ECOシティ』［共編
著、中央経済社／2010］など。

三橋博巳
Hiromi Mitsuhashi

（社）日本不動産学会会長

特集3［序論］
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全国の住宅のストックについて見ると、総住宅数は平成20年で5,759万戸、平成15年からの5年間で370万戸（6.9％）増加
している。また空き家数は平成15年から20年までに97万戸増加し、空き家率は12.2％から13.1％に増加している
［出典：総務省統計局　http://www.stat.go.jp/data/jyutaku/2008/10_1.htm］

空き家数（左目盛）
総住宅数（左目盛）

空き家率（右目盛）

ストックの利活用による都市再生─ストックを資産・資源として考える

産・官・学・民の協働、連携

地域再生・都市再生＋空き家再生

良質なストック形成・資産価値向上

ハード
（耐震改修など）

ソフト
 （法制度の整備など）

ハート
（コミュニティなど）

資
源
、資
産
と
し
て
の
方
策

住宅･建築のストック

・リノベーション
・転用、リフォーム
・減築、建て替え
・劣化診断、改修
・耐震診断、補強　
・ライフサイクル計画
・修繕、改修計画
・プロパティマネジメント

・地域、都市の再開発
・減築による再生
・補強、改修による再生
・木造密集地域の再生
・地域経営
・維持管理計画
・経営的管理
・技術的管理

・空き家バンク
・空き家再生プロジェクト
・地域の集会所
・空き家情報整備
・セーフティーネット住宅として
（コミュニティ施設、大震災など
災害時の居住、帰宅困難者へ
の活用）

地域・都市のストック 空き家のストック

［作図：三橋博巳］
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用にあたり利用可能な補助制度」を取り

まとめて周知することにより、廃校施設

等の活用を一層促進させることができ

ると考えています。

　

廃校施設の有効活用による
地域活性化の取り組み

文部科学省の調査によれば、平成14

年度から23年度の過去10年間に発生

した廃校では、建物が現存するものの

うち、約70％が何らかの施設として活

用されています。

廃校施設の活用はアイデア次第で無限

の可能性を秘めています。地方公共団

体においては、教育委員会や管財部局

のみならず、子育て、福祉、経済、観光

関連部局など、さまざまな部局と活用の

可能性を模索していただきました。ま

た、民間事業者等においては、公共の

枠にとらわれない柔軟な発想を持って

新たな活用の可能性を地方公共団体に

提案していただきたいと考えています。

文部科学省としては、引き続き、「みん

なの廃校」プロジェクトなどを通じて、各

地方公共団体の廃校施設等の有効活

用への取り組みを積極的に支援してい

きたいと考えています。

近年、少子化による児童生徒数の減

少、市町村合併などの影響により、毎年

400校から500校前後の廃校が発生し

ています。

公立学校施設は、国庫補助など貴重な

財源により整備された施設であると共

に、地域住民にとっては身近な公共施

設でもあることから、学校として使われ

なくなった後も、地域の実情や需要に応

じて積極的に有効活用していくことが

求められています。

文部科学省においては、このような廃

校施設の有効活用を図るため、財産処

分手続きの大幅な簡素化・弾力化を図

るとともに、“未来につなごう「みんなの

廃校」プロジェクト”を展開し、各地方自

治体への廃校施設有効活用の取り組み

支援を行っています。

財産処分手続きの
大幅な簡素化・弾力化

国庫補助金により整備された公立学校

施設を学校教育以外の施設に転用す

る場合、原則として補助金相当額の返

還等を要する財産処分手続きが必要

です。こうした状況において、国庫返

納が必要なことにより廃校施設を有効

活用した地域活性化ができないなどの

問題が指摘される中、文部科学省では

2008（平成20）年に財産処分手続きの

大幅な簡素化・弾力化を図りました。

具体的には、補助後10年以上経過した

施設等を、①無償で財産処分（転用・貸

与・譲渡・取り壊し）する場合、国庫納付金

を不要とする、②有償貸与・有償譲渡

する場合でも、国庫納付金相当額を学

校施設整備のための基金に積み立てる

ことを条件として、国庫納付金を不要と

しました。また、耐震補強事業等を実施

した施設等を無償で財産処分する場合

は、補助後10年未満でも国庫納付金

を不要とする、などの取り扱いとしてい

ます。

未来につなごう
「みんなの廃校」プロジェクト

文部科学省が2010（平成22）年から展

開している「みんなの廃校」プロジェクト

においては、次のような取り組みをし、

廃校施設等の更なる有効活用支援を

行っています。

まず、各地方公共団体で活用方法や利

用者を募集している未活用の廃校施

設等の情報を、地方公共団体の希望に

基づき「活用用途募集廃校施設等一

覧」として集約し、文部科学省のホーム

ページ上で公表しています。より多く

の民間企業、学校法人、NPO法人、社

会福祉法人、医療法人などに情報を提

供することで、廃校施設等の情報と活

用ニーズのマッチングの一助になるもの

と考えています。

次に「廃校施設等活用事例リンク集」の

公表です。現在、廃校施設等はさまざ

まな用途に活用されており、公民館など

の社会教育施設や体育館などの社会体

育施設といった公共施設への転用が多

く見られます。中には宿泊施設や美術

館、創業支援施設など、民間のアイデア

を活用して廃校を生まれ変わらせた事

例も数多く、地方公共団体と民間事業

者とが連携し、地域資源を活かしながら

地域経済の活性化につながるような活

用も行われています。「廃校施設をど

う活用していいのか分からない」という

地方公共団体から聞かれる声に応える

ため、このリンク集では、廃校施設の特

徴的な転用事例をまとめています。多

くの先例を紹介することで、地方公共

団体や地域住民の方々、その他、運営

主体の皆さまの創意工夫を生み出す

きっかけとなり、地域にとってふさわし

い廃校施設等の有効活用につながるも

のと考えています。

さらに、廃校施設等を活用する際に必要

となる改修については、他の省庁や独

立行政法人が拠出する補助金を利用す

ることができます。「廃校施設等の活

特集3［本論］

求められる廃校施設の有効活用
未来につなごう「みんなの廃校」プロジェクト
斎藤憲一郎
Kenichiro Saito
文部科学省

さいとう・けんいちろう─文部科学省大臣官房文教施
設企画部施設助成課課長補佐　

1　温泉トラフグ養殖施設（栃木県那須郡那珂川町
／旧武茂小学校）：那珂川町に湧出する天然温泉の
有効成分と排熱を利用し、海産魚種「トラフグ」を養
殖生産。那珂川町の特産品ブランドとして“町おこ
し”を行っている
2　世田谷ものづくり学校（東京都世田谷区／旧池
尻中学校）：“学び・雇用・産業”の再生といった視
点から、民間の活力を活かした新しい手法により、新
たな産業の育成や創業の支援などを行っている。ま
た、映像・デザイン・建築などのさまざまなクリエー
ターにワーキングスペースとして教室を開放。ワー
クショップなどのイベントも開催される
3　やすらぎ交流館（熊本県阿蘇市／旧小池野小学
校）：小学校跡地を、“都市と農村の交流拠点”として
活用している。地域住民の協力の下、特産の高冷地
野菜を使用した地産地消メニューの開発や、企業・
大学と連携した農林業体験型研修、環境教育事業の
実施もしている
4　羽合西コミュニティ施設（鳥取県東伯郡湯梨浜町
／旧羽合西小学校）：センコーが地域の障害者や高
齢者を雇用し、野菜の水耕栽培、キノコ類の栽培、食
品加工などを行い“福祉型農業事業”に取り組んでい
る

［提供1─4：文部科学省］
5─7　北野工房のまち（兵庫県神戸市／旧北野小
学校）：児童数の減少と阪神・淡路大震災により閉校
になった歴史ある校舎を活用し、“工房のまちづくり”
をうたい文句に、洋菓子やパン、真珠や懐かしいマッ
チなど、神戸の特産品を扱うテナントや体験工房を誘
致。神戸市の新しい観光拠点となっている

廃校後現存する建物の主な活用用途（文部科学省調査より）　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年5月1日現在）

主な活用用途 例

　公民館・資料館等 754

　社会体育施設 802

　福祉施設・医療施設等 337

件数

社会教育施設 公民館、生涯学習センター等 608
文化施設 資料館、美術館等 146

社会体育施設 スポーツセンター等 802

障害者福祉施設 自立支援施設、作業所等 73
保育所 35
児童福祉施設（保育所を除く） 子ども家庭支援センター等 33
放課後児童クラブ 40
放課後子ども教室 18
老人デイサービスセンター 36
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 28
その他の老人福祉施設 小規模多機能ホーム、世代間交流センター等 60
医療施設 14

体験交流施設 自然体験施設、農業体験施設等 179
研修施設 90
宿泊施設（体験交流施設を除く宿泊施設） 31

庁舎等 210
備蓄倉庫 81

企業施設 工場、事務所等 122
創業支援施設 ベンチャー企業の拠点施設 22
その他法人事務所等（企業・学校法人を除く） 37

住宅 32

大学施設 25

（複数回答）

　体験交流施設等 300

　庁舎等 291

　企業・創業支援施設・その他法人施設等 181

　住宅 32

　大学施設 25

1 2 3 4 7

6

5
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廃校活用による衰退エリア再生

これまで関係した廃校活用プロジェクト

は2つあります。歌舞伎町に隣接する

新宿区の旧四谷第五小学校を活用した

「吉本興業東京本部」と、千代田区秋

葉原近くの旧練成中学校をアートセン

ターに 変えた「3331 Arts Chiyoda」

です。共に廃校を活用し、エリアを活性

化することに、大いに貢献しています。

現代版家
や

守
もり

による歌舞伎町再生

歌舞伎町では、2004年頃から歌舞伎

町を浄化し、まちを再生する動きが始

まっていました。ちょうどその頃、馬喰

町界隈の問屋街再生を“現代版家
や

守
もり

”と

いう手法で行っていました。家守とは

江戸時代に地主に代わって表店、裏店、

長屋などの不動産を管理する大家と呼

ばれた職業です。江戸の家守は、店子

が持ち込むさまざまな相談に乗って庶

民の暮らしを助け、まちを守り、まちを

管理する存在でした。これを現代に復

活させたのが、現代版家守です。「歌

舞伎町クリーン作戦」により発生した大

量の空きビルや空き室を活用し、世界

的なエンターテインメント産業の企画・

制作・消費までが一貫して行われるま

ちに生まれ変わらせるプロジェクトに加

わってほしいという依頼が、新宿区から

に新しい魅力、社会にインパクトを与え

るようなまちのコンテンツを入れること

が非常に重要になってきます。“利用の

構想力＝イベント開催”と短絡的になり

がちですが、一過性のイベントを補助金

で行っているだけでは、まちは変わって

いきません。

税金に頼らず、民間で自立して持続的

に遊休化した公共施設を活用し、地域

のためになる仕事や産業をつくり出す

ことが重要です。そのためには、遊休

化した施設を企画・運営しながら収益

を出し、本来の目的である公共サービ

ス機能をしっかり果たす。その一例が

「3331 Arts Chiyoda」です。このよ

うな取り組みは、イギリスではガバナン

ス型まちづくりとして当たり前になって

いますが、日本では、まちづくり会社が

収益を上げてはいけない、という変な風

潮がまだあります。しっかりした経営を

行い、収益を上げる。それを、アート活

動やまちづくりに還元していくことこそ

が大切だと思います。

「3331 Arts Chiyoda」では、千代田

区に家賃を払いながら、しっかりとした

施設マネジメントを行っています。チー

ムの中心は芸術家の集団なので大変で

したが、一生懸命にやっているうちに良

い施設運営ができるようになりました。

こうして生み出した貴重な資金を元に、

企画展などのアート・文化・コミュニ

ティ活動に取り組む。目的は儲けを生

むことではなく、新たな活動をつくり出

すために資金を投じていくこと。ビジネ

スの土台をきちんと築くことで、本来の

アート活動が安心して活発に展開でき

ます。ストックの利活用には、しっかり

したコンテンツとマネジメントが重要な

のです。　　　　　　　　　　　（談）

吉本興業東京本部：歌舞伎町に隣接する旧四谷第五小学校をリノベーションした。教室は廊下との壁を取り除き、横につなが
る開放的な空間にしたことで、社内コミュニケーションが高まったと評判を得ている［提供：吉本興業］

しみず・よしつぐ─建築・都市・地域再生プロデューサー／1949年生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業。コンサルタ
ント会社を経て、1992年、アフタヌーンソサエティ設立。2007年─、東洋大学経済学部大学院客員教授。2010年─、3331 
Arts Chiyoda共同主宰。
主な地域再生プロジェクト：ふれあいセンターいずみ（熊本県旧泉村）［1995─97］、REN-PROJECTおよびCET（東京都千
代田区・中央区）［2003─］、歌舞伎町ルネッサンス・喜兵衛プロジェクト（東京都新宿区）［2005─］、奥会津プロジェクト（福島
県三島町）［2009─］、オガールプロジェクト（岩手県紫波町）［2009─］、小倉家守プロデュース（福岡県北九州市）［2010─］な
ど。
主な建築プロジェクト：青山パラシオ［1996─99］、ソフィテル東京［1999─2000］、名古屋IZUMIアパートメント［2002─
03］、メルキュールホテル銀座東京［2003─04］、名古屋FXビル［2004─05］など。

3331 Arts Chiyoda：隣接する練成公園が会場となった町会行事「五軒町ファミリー会」の様子。スタッフも参加して地域の
人たちと一緒にイベントを盛り上げる［提供：3331 Arts Chiyoda］

清水氏

特集3［インタビュー］

まちの背景を見つめ、
廃校という器から新しい価値を生み出す

きたのが2005年頃でした。

旧四谷第五小学校は、関東大震災後の

復興小学校でモダニズム建築の名作で

す。1995年に閉校となり、校舎は新

宿区の分庁舎と倉庫、校庭は放置自転

車の一時保管場所という、もったいない

使われ方がされていました。そこで、歌

舞伎町再生のビジョンを実現する取り

組みとして、一流のエンターテインメン

トの企画制作会社を誘致することにな

り、数ある企業の中から吉本興業が選

ばれました。そして、約400人規模の

オフィス、練習スタジオ、エンターテイ

ンメント産業のスタッフ養成スクールが

移ってきました。廃校利用の条件とし

て、地域貢献することが掲げられました

が、実際、吉本興業の皆さんは積極的に

まちづくりに参加しています。歌舞伎

町の夜回りや、若手芸人が各地区のま

ちづくり協議会を手伝ったり、また、小

学校での食育教育を子ども漫才で行う

ことが児童に喜ばれ、その取り組みはテ

レビでも報道されました。力のある企

業を衰退中のエリアに誘致したことで、

新しい情報が発信され、まちのイメージ

が刷新し、新しい人の流れが生まれ、ま

ち全体に動きが出始めました。

廃校をアート拠点に蘇らせる

「3331 Arts Chiyoda」は、廃校を活

用した日本では珍しいオルタナティブな

アートセンターです。 改修にあたり隣

接する練成公園と旧練成中学校を大き

なテラス階段でつなぎ、伸び伸びとした

公共施設をつくり出しました。2010年

6月全館オープンし、アート好きはもとよ

り、老若男女、ビジネスマンからベビー

カーを押しながらの若いママたちまで、

本当にいろんな方が訪れてくれている

のもここの大きな特徴です。美術展、

ダンス、アートフェア、シンポジウム、コ

ミュニティアート活動、料理イベント、ス

クールなど、あらゆるジャンルのアート

活動およびコミュニティ活動の舞台とし

て、まちに根付いています。

地域再生の鍵は、
コンテンツによるまちづくり

新たなコンテンツがまちに入ってくると

新しい人が訪れるようになり、一方、地

元住民や卒業生は思い出の場所として

通います。2つが交じり合うことで、新

しい都市型コミュニティが生まれる可能

性が出てきます。この辺りは、神田五

軒町町会という神田明神の氏子町会が

あって、神田祭の時には神輿が「3331 

Arts Chiyoda」にもやってきます。江

戸文化が残るこの界隈ならではのコミュ

ニティに、我々を含めたよそ者がそこに

交ざる。この新しいコミュニティこそ、

これからのまちづくりに必要だと言えま

す。それは、地方都市でも同じです。

これまでの流れを変えるコンテンツによ

るまちづくりが、地域再生に必要となっ

てきているのです。その際、学校は核

になる場としてとても大切なところにな

るのではないでしょうか。

自立した活動で
ストックを有効活用していく

「やがて日本は新築の時代が終わり、ス

トック社会になる」と東京大学教授の松

村秀一先生は20年ほど前から言ってい

ます。まさに現在、そういう時代になり

ました。建築という器が余った時、そこ

清水義次
Yoshitugu Shimizu

「3331 Arts Chiyoda」共同主宰
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2010年オープンの「3331 Arts Chiyoda」は、

東京・秋葉原に近い旧練成中学校をリノベー

ションした都心の廃校プロジェクトである。事

業運営会社のコマンドAは、オルタナティブな

アートプロジェクトを企画・実現するアーティ

ストグループ、コマンドNが母体となっている。

「3331 Arts Chiyoda」の統括ディレクター・

中村政人氏が率いるコマンドNは、1997年か

ら秋葉原エリアを中心に千代田区で数多くの取

り組みを続けてきた非営利組織だ。その実績

が評価され、旧練成中学校をアートセンターと

して活用する事業提案のコンペで選出された。

「3331 Arts Chiyoda」のコンセプトは“地域に

開かれた新たな文化芸術の拠点”。コマンドAは

“all”を意味し、「地域の人たちと一緒になって

すべてを行う」という意思が込められている。

現在、施設は練成公園と一体になっているが、学

校当時はそれぞれ塀で隔たれていた。改修の

際、塀を取り除き、施設のアプローチにウッドデッ

キを設けて公園とのつながりを持たせたことで、

オープンな雰囲気になった。地下1階、地上3

階の館内には、ギャラリーだけでなく、フリース

ペース、カフェ、事務所、屋上菜園などいろいろ

な要素が入る。1階の入り口からすぐにコミュニ

ティスペースとなり、パブリックな空間を通り抜

けてギャラリーを配置するなど、それぞれに区切

りを感じさせない連続性のあるつくりで、誰でも

気軽に立ち寄れる空間になっている。1階には

他に、おもちゃの交換システムを取り入れた「か

えるステーション」などもあり、小さな子どもたち

が遊びにやってくる。

3年目を迎え、これまで地域の人たちが楽しめる

企画を中心に、大きい展覧会からトークショー、

ワークショップなど、1,000以上を催し、約180

万人以上が来館している。さまざまな目的で訪

れた人たちが入り交じり、地域の憩いの場として

機能しながら、人と人、アートと人をつなぐの
・

り
・

し
・

ろ
・

的な役割を果たす新しいアート拠点となってい

る。　　　　　　　　　　　　　（文責：編集室）

特集3［事例1］

1　メインギャラリー：ホワイトキューブの展示空
間。写真は、障害のある人、ない人、アーティス
トが一緒になって自由な表現の場の創出を目指す
「ポコラート全国公募展 vol.2」の様子
2・3　内観：地域コミュニティ拠点として、でき
る限り学校の姿を残している
4　外観：芝生が広がる練成公園とオープン
デッキでつなぎ一体感を持たせた
5　コミュニティスペース：誰でも無料で利用で
きるため、ランチ時には近隣の会社員や子ども
連れの母親たちで賑わい、午後は宿題をする子
どもの姿も。地域の憩いの場になっている
6　 明 後 日 朝 顔 プ ロジェクト：「3331 Arts 
Chiyoda」のコミッションアーティストである日
比野克彦氏が全国で展開している地域交流型
のアートプロジェクト。近隣小学校の児童と朝
顔を育てている
7　3331屋上オーガニック菜園：地域に開放
された貸し菜園。収穫した野菜でランチパー
ティや食事会なども開催している

［提供1・4─7：3331 Arts Chiyoda］

1
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 地域コミュニティの核となるアートセンター
「3331 Arts Chiyoda」

所有者：東京都千代田区│運営団体：合同会社コマンドA
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山梨県の北西部に位置する北杜市須玉町下津

金の「三代校舎ふれあいの里」は、歴史・農業・

食をテーマにした観光施設である。活用されて

いる旧津金学校は、同じ敷地に3世代の校舎が

並ぶ、全国的にも珍しい学校だった。擬洋風建

築の明治校舎が1875（明治8）年、木造平屋建

ての大正校舎は1924（大正13）年、昭和校舎は

1953（昭和28）年に竣工し、1985年の学校統

合に伴う閉校まで、100年以上にわたり地域の

小・中学校として親しまれてきた。

廃校後は公民館などに使われていたが、老朽化

が進み、明治校舎のみ修復後、歴史資料館とし

て残し、大正校舎と昭和校舎は取り壊しが市議

会で決議された。これを受け、一部住民が保存

運動を起こし地元新聞にも取り上げられたことか

ら、貴重な地域資源を残そうと多くの賛同を得て

活用されることになった。

現在、解体・修復された明治校舎は、ミュージア

ム「津金学校」として開館している。柱や床、階

段はもちろん、学校当時の机やいす、足踏み式

オルガンなどもそのまま使われていて、懐かしい

空間が広がり、建築関係者も多く訪れるという。

夏休みには地元の子どもたちが参加する「津金

一日学校」が開かれ、音楽家や作家を先生に迎

えたユニークな授業で人気の催しになっている。

大正校舎は、1997年の県営中山間地域農村

活性化総合整備事業によりほぼ復元し、農業体

験農園施設「大正館」として開設された。ほうと

う打ちや蕎麦打ち、田植え、野菜の収穫などが

体験できる。

昭和校舎の外観を模して建て替えられた「おい

しい学校」では、野菜や特産品の販売、パン工

房、レストランを展開している他、宿泊、入浴も楽

しめる。学校給食を再現したランチメニューが

好評で、若い人や家族連れが増えたという。

それぞれ運営は異なるが、共に地域の学校らし

さを新しい価値として打ち出すことで、まちの活

性化拠点となり、県内外から多くの観光客を集め

ている。　　　　　　　　　　　（文責：編集室）

1　「津金学校」外観：藤村式建築の明治校
舎。藤村式建築は1874（明治7）年からの
約14年間に山梨県で数多く建てられた洋風
建築。1873（明治6）─87（明治20）年に山
梨県令（知事）を務めた藤村紫朗にちなんで
付けられた
2　「大正館」の体験風景：八ヶ岳周辺には自
治体や学校、企業の保養施設が点在し、団体
の利用も多い。他に関東周辺の小・中学校
から体験学習にも訪れる。地元のおばあちゃ
んたちが指導する、ほうとう打ちが人気
3　「津金学校」玄関ホール
4　「おいしい学校」の特産品売り場：生産者
直売の新鮮野菜と須玉町特産品が豊富に揃
い、観光客や宿泊客に喜ばれている
5　「津金学校」2階大教室：昭和30年頃の
懐かしい教室風景を再現。毎週土曜日に書
道教室が開かれ、地元の子どもたちが通って
くる
6　「三代校舎ふれあいの里」全景：奥から
明治、大正、昭和の順に施設が並ぶ。春には
南アルプスを背景にサクラを楽しめるとあっ
て、花見の名所として知られている

［提供1・2・6：三代校舎ふれあいの里］

特集3［事例2］

 ここにしかない学校を観光資源に
「三代校舎ふれあいの里」

所有者：山梨県北杜市│運営団体：津金学校；NPO法人文化資源活用協会、大正館；大正館管理委員会、おいしい学校；株式会社おいしい学校
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特集3［事例3］

 冷涼な気候を活かした地場産業の創出
「白神フーズ」

所有者：秋田県大館市│運営団体：白神フーズ株式会社

秋田県北部にある大館市は、かつては鉱山と林

業のまちとして栄え、現在は秋田比内鶏の産地

として有名である。人口は約7.8万人で、1970

年頃の9.7万人をピークに減少を続けている。

児童数の減少から小学校の統廃合が進み、この

10年間でも5校の小学校が廃校となった。

1874年に開校した歴史ある大館市の山田小学

校も2008年3月、全校生徒29名と共に同市の

山瀬小学校へ統合され、ついに閉校。市では、

1998年に大規模改修をしていた山田小学校の

利活用の道を模索していた。

市から相談を受けた、大館出身の実業家・根田哲

雄氏（白神フーズ社長）が故郷への恩返しにと、助

成金は受けず、6,000万円を掛けて生ハム工場

を立ち上げたのが2009年のことである。

日本で本格的な生ハムづくりを行なっているとこ

ろはまだ少ない。生ハムづくりで有名なスペイ

ン・グラナダは北緯37度、イタリア・パルマが北

緯44度、ここ大館市は北緯40度とほぼ同じ。

特に欠かせないのは、気温5℃以下が4、5ヵ月

続くことである。ここはその条件を満たしている

だけでなく、白神山地の東端に位置する田代岳

を背後に抱き、そこから吹き降りる冷涼な風が南

方の米代川に抜ける最適な立地である。校舎の

大きな窓を開けるといつでも新鮮な空気が通り

抜けるので空調設備もいらない。

大館市は、これまでの養鶏技術を活かし、地元産

の無菌豚「三元豚」の生産にも力を入れる方針

だ。養豚では、減反政策による余剰米を豚の飼

料として活かすこともできる。

生ハムの仕込み時には小学校の卒業生が20人

ほど臨時の手伝いに来ているが、今後は地元名

産の筍を使った加工品もここでつくるなどして、

常勤の雇用を産み出す産業へ発展させたいと、

夢を抱いている。さらに、生ハムとワインを一緒

に楽しめるアンテナショップを県の物産館に計画

し、都内のレストランやホテルへの販売戦略も進

めるなど、民間と市と県の連携も始まっている。
（文責：編集室）

1・2　白神フーズ大館工場：1998年の大規
模改修できれいになった校舎。正面入り口に
は看板
3　生徒たちの作品：できるだけ小学校当時
の面影を残すという根田哲雄社長の意向で残
された手づくりマップ
4　冬場の仕込み作業：10ｋｇの骨付きモモ肉
を血塗きし、天然海水塩をすり込む
5　商品の「白神生ハム」：防腐剤などは一切
使用せず、塩分控えめの味が人気
6・7　生ハムを収蔵している教室：熟成が均
一になるように年に数回、窓側と廊下側のハム
の位置を入れ替えるなど、こまめに管理してい
る。2009年より毎年3,000本を仕込み、現
在約9,000本が教室で熟成を待っている

［写真7点とも：白石ちえこ］
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特集3［事例4］

 国内初のマンガ文化の総合的拠点
「京都国際マンガミュージアム」

所有者：京都府京都市│運営団体：京都精華大学

「京都国際マンガミュージアム」は、図書館と博

物館の機能を兼ね備えたマンガ総合文化施設と

して、2006年11月に京都市と京都精華大学

の共同事業で開館した。運営を手掛ける京都

精華大学は約40年前からマンガに関するクラ

スを設けており、2006年には日本初のマンガ

学部を開設するなど、学問としてのマンガ研究を

リードしてきた。今や世界的にも注目されるマ

ンガ文化をさらに展開していこうと、1995年に

閉校した龍池小学校を大学の施設「京都精華大

学国際マンガ研究センター」として活用。その

拠点であり、また活動の一環として「京都国際マ

ンガミュージアム」を運営している。

旧龍池小学校は1869（明治2）年に開校し、閉

校当時は1929年（昭和4）年、1936（昭和11）

年竣工の校舎などが残っていた。「京都国際マ

ンガミュージアム」改修工事の際、それらをガラ

スの吹抜け空間でつなぎ、1つの建物として回

遊性を持たせた。1階から3階の廊下には「マ

ンガの壁」と呼ばれる書架が一面に巡らされ、約

30万点の所蔵資料のうち、約5万冊の単行本

が納められている。来館者は「マンガの壁」から

自由にマンガを手に取り、館内、芝生の庭など好

きな場所で読める。他に各資料を展示したギャ

ラリーやワークショップ、イベントもあり、マンガ

の歴史と現在を複合的に体験できる貴重な施設

として、年齢、国籍を問わず多くの人に受け入れ

られている。年間来館者数約25万人、うち1、2

割は海外からだという。京都の中心部、地下鉄

烏丸御池駅からすぐの場所とあって、修学旅行

の見学コースに組み入れる生徒たちも多い。

また、京都の新産業創出を図る取り組みも行っ

ている。2011年からは、少女マンガからイン

スピレーションを得た衣服の開発プロジェクト

「Kyoto Manga Girls Collection（Kyoto 

MaGiC）」を実施するなど、ミュージアムの枠を超

え、伝統と新しい文化を融合させる試みで、京都

らしい地域拠点としての役割も担っている。
（文責：編集室）

3

1　2つの校舎と講堂棟をつなげた吹抜け空間：通路としてだけでなく、閲覧スペースやワークショップコー
ナーとしても使われている
2　エントランス・受付：修学旅行生や外国からの観光客など、さまざまな来館者に適切に対応できるスタッフ
を揃えている
3　こども図書館：元職員室を改装。池をモチーフにデザインされた室内は、小さな子どもが楽しめるスペース
になっている
4　2階メイン展示室：壁面には、1945─2005年の各漫画賞受賞作を中心に各時代の名作マンガが展示さ
れている。中央部分は、マンガを歴史や社会、産業など、各分野別に理解できる体感型展示になっている
5　マンガの壁：単行本約5万冊が、館内の壁中に広がる全長200mの書架に並んでいる。そのうちの約3万
5,000冊が2005年に閉店した東京・新宿の貸本屋「大久保ネギシ書店」から寄贈された。「大久保ネギシ書
店」の寄贈本は他にも多数あり、全部で約5万冊に上る
6　外観：かつての校舎の姿を残し、リノベーションした。夏祭りなどの会場にもなり、地域コミュニティの場と
しても親しまれている
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2003年に竣工した「プラダ青山店」は10年
の時を経ても、その斬新な形態と艶かしいガ
ラスの表情が今なお人 を々魅了している。
我々が初めてプロジェクトに参画した時、ヘル
ツォーク＆ド・ムーロン（以下、H＆deM）から提
示されたコンセプトモデルは、プラスチックを火
であぶってたくさんの泡を付けた、スケール感
のない美しいオブジェであった。ガラスユニッ
トを曲面に曲げるという行為が意図したこと
は、光を多方向へ反射する泡の一つひとつ
が商品のショーケースであり、同時に多数の
ショーケースの集合体である建物が、ひとつ
の大きなショーケースとして存在感を際立た
せることであった。
近代のフラットなガラスファサードは、光の反射
が一方向で、視覚的には一体となりながらも
内外環境は明確に分かれている。彼らが意
図したことは、ガラスの外側からは、ガラスの歪
みを介して商品の内なる世界を垣間見せ、ガ
ラスの内側からは、曲面ガラスを通して歪ん
だ都市やまちを歩く人々のさまざまな現象を知
覚させること。すなわち、内外の境界を明確
に規定することなく、内と外があたかも浸透膜
を通して相互に事象をあいまいに変換しなが
ら融合、干渉するということである。
“眺めること、見ること、展示すること、見せるこ

石川修次
Shuji Ishikawa

素 材を 語る

1 3 4

プラダ青山店
1　コンセプトモデル：初めてプロジェクトに
参画した時、ヘルツォーク＆ド・ムーロンから
提示された［写真1：Herzog & de Meuron］
2　水晶のような建物全景：一つひとつの泡
がショーケースでありながら、建物全体が大
きなひとつのショーケースになっている
3　歪んだガラスから垣間見える商品
［写真2・3：Nacása ＆ Partners Inc.］
4　ガラスファサードのディテール：歪んだ
ガラスに映る内部と外部［写真4：新建築社
写真部］

いしかわ・しゅうじ─竹中工務店東京本店
設計部設計課長／1963年生まれ。1987
年、早稲田大学理工学部建築学科卒業。同
大学大学院池原研究室を経て、1989年、
竹中工務店入社。
主な担当作品：イタリアトヨタ本社（ローマ）
［2002］、シルク・ドゥ・ソレイユ シアター
東京［2008］など。

と”といった知覚プロセスがこの建物の主要
なテーマであり、さらにまち全体、商品、通行人
といった関係性の中で、建築と社会とのかか
わりを“知覚を通した新しい建築の世界観”で
示すことが重要であった。
以上が、H＆deMと協業し、彼らとの会話の
中から自分なりに感じ、理解した内容である
が、このような“知覚ゲーム”を誘発するガラス
ファサードのコンセプトを、日本の建築法規に
合わせてどのように実現していくか。以下が
その試行錯誤である。

“外装”は、水晶のイメージのようにガラスだけ
で構成されるべく、表側に金属フレームなど
が現れない特殊なガラス固定工法を採用し
た。合計約840枚の平面、曲面、耐火ガラス
など、さまざまなタイプで構成された高さ2ｍ×
幅3.24ｍのひし形の合わせ複層ガラスを、同
様にひし形に構成された構造体に固定する
方式とした。ガラスは海外で生産され、特に
曲面ガラスはドイツで製造された板ガラスを、
スペインで曲面に加工した後、オーストリアで
合わせ複層ガラスに仕上げ、ドイツで設計・
製造されたアルミフレームと共に、日本で取り
付けられるという国際的な設計・施工の協
業が行われた。これらの外装材料やガラス
固定工法は、品質や性能が日本の基準をクリ
アすることを実大実験による確認を経て採用
した。
また、この特徴ある外装デザインを実現する
ために、建物構成、工法、コストなどを含めたさ
まざまな検討を経て、地下1階下部に「中間
免震構造システム」を採用した。地震の力を
直接建物に伝えない免震構造によって極限
的に細い構造体が可能となり、外部からのユ
ニークな内部の見え方と、内部からの独特な
眺望の効果を増幅している。また、地震力に
よる外装材への影響が軽減できるため、前述
のガラス固定方法が可能になっている。すな
わち“外装”と“構造”は、外観デザインと構造
デザインが、そして外装としての性能と構造

の安全性が、完全にひとつになったシステム
を形成している。
すべてがプラダの店舗（5、6階は事務室）として
地下1階から地上6階まで一体となったイン
テリア空間は、火災時に煙が広がりやすく、建
物の安全上致命的であるため、避難安全性
能評価や耐火性能評価に基づいた防災上
の安全検証を徹底した。その安全性能を確
保するため、加圧防排煙システムや煙の拡散
を遮断する装置など、さまざまな煙制御技術
を開発し、適用した。加圧で煙を押し出し、
外装に設けた自然排煙窓を介して煙を外に
出す方式や、消防隊の非常用の侵入口を窓
に設置するにあたっては、外装ファサードの統
一感を保つべく工夫を凝らした。
2000年3月から8月まで、スイス・バーゼルで
基本設計、その後、2001年の4月まで東京
で実施設計を行い、工事が着工し、25ヵ月
かかって建物が完成した。このプロジェクト
のさまざまなアイデアやコンセプトの実現にあ
たっては、プラダ、H＆deMを始め、多くの関
係スタッフの熱い想いやチャレンジ精神、国際
的な協業があって初めて成り立ったことを最
後に記しておきたい。

“知覚ゲーム”としてのガラスの泡

2
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「HOUSE VISION」とは…
LIXILは2013年3月2日（ 土 ）─24日
（日）に東京・お台場で開催された

「HOUSE VISION 2013 TOKYO 

EXHIBITION」に出展いたしました。

「HOUSE VISION」と は、2010年、

デザイナーの原研哉氏を中心に、現在

の住生活の先にある日本人の暮らし方

を具体的に提示するためにつくられた、

情報発信と研究のプラットフォームの総

称です。研究会、シンポジウム、書籍、

展覧会など、さまざまな方法で住まいの

“新しい常識”を発信しており、東京展

では、「新しい常識で家をつくろう─未

来の産業ヴィジョンを可視化する」を企

画コンセプトに、活動に参加した企業、

建築家・アーティストの情報発信の場と

して開催されました。

LIXILが本展示会に出展する目的、
伊東豊雄氏とのコラボレーション
「人口が減り一人暮らしも増える日本

だが、“家”は質の高い“生”を生産する

場所。充足と誇りを携えて生きていけ

る住空間を、一人ひとりが主体的に実

現できること。そこに産業の次を見立

てることができるはずです」（原研哉氏：
「HOUSE VISION」より）

LIXILはこのような「HOUSE VISION」

の考えに賛同し、その活動に参画してい

ます。東京展では建築家の伊東豊雄

氏と共に、これからの日本の新しい住ま

い・暮らし方を提案しました。

「住の先へ」を主題に、内と外を明確に

切り分ける従来型アプローチから脱却

し、自然に開かれた快適な新しい住まい

を提案。総合住生活企業であるLIXIL

の多様な商品、要素技術の組み合わせ

によって表現しました。サブタイトルは

「懐かしい未来の家を考える」で、日本

古来の生活の知恵、文化や伝統を取り

入れながらも、LIXILの持つ多様な商

品・技術を融合させた新しい住まいを

形にしています。戸建て、集合住宅な

ど既存の住宅ストックをリノベーション

することによって、都会でも実現できる

ことを目指しました。

土間や縁側のように内と外を明確に分

けず、自然をより身近に感じながら中間

領域を活かす文化は、日本古来の伝統

的な暮らし方です。外気に接し、光や風

を楽しむ心地良い暮らし方を実現しなが

ら、パッシブな暮らしにより環境負荷を

減らすことを試みています。

「HOUSE VISION 2013 TOKYO 
EXHIBITION」展示会場全体
1.ハイテクを携え、懐かしい未来の家を

考える（LIXIL×伊東豊雄）

2.エネルギー・モビリティ・住空間が

シームレスにつながる（Honda×藤本壮介）

3.シェアの可能性を明示し、共生への

認識を高める（未来生活研究会×山本理顕・

末光弘和・仲俊治）

4.日本の美意識を未来資源として運用

する（住友林業×杉本博司）

5.住まいを自分で編集できる住宅リテ

ラシーを醸成する（無印良品×坂茂）

6.“繊細・丁寧・緻密・簡潔”から住空

間を生み出す（TOTO・YKK AP×成瀬友

梨・猪熊純）

7.建築や不動産の再生利用に対する知

識と能動性を育む（蔦屋書店×東京Ｒ不動産）

このように各ブースは個別のテーマを

持っていますが、「HOUSE VISION」全

体で捉えるとバランスが良く、これからの

「HOUSE VISION 
2013 TOKYO 
EXHIBITION」に
LIXILが出展

2

1

1　LIXIL×伊東豊雄ブース
2・3　展示会場
［写真1─3：©HOUSE VISION　photos by Nacása 
＆ Partners Inc.］
4　展示会場全体プラン［写真4：©HOUSE 
VISION　design by 株式会社日本デザインセン
ター 原デザイン研究所］

TOPICS 「住の先へ」─ 懐かしい未来の家を考える

4

3

桝 泰将
Yasunobu Masu

LIXIL総合研究所企画推進室
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“住”を考えた構成となっていることに

気付かされます。

全体の会場構成は建築家の隈研吾氏

によるものです。主たるデッキは、標準

的な105角のスギ材の組み上げで構成

され、各ブースを結ぶ橋のような機能を

持っており、歩くだけで爽やかな香りに

包まれます。またスギ材は、展覧会が

終了した後は、東北の復興のための材

料としてすべて再利用される予定で、

それを前提とした計画になっています。

LIXILのテーマ：「住の先へ
─懐かしい未来の家を考える」
展示空間を表現するサブタイトルは「懐

かしい未来の家」。半屋外的に外気と

交わる“土間”によって自然をそのままに

楽しみながら、省エネルギーと住み心地

の良さを兼ね備えた住まいを提案して

います。これまでのように、箱のような

閉ざされた住宅をつくるのではなく、半

屋外空間のような中間領域によって、エ

コロジカルかつ、人とのつながりのある

新たな日本人の暮らしを指向します。

都市においてもこのような考えを実現

できるよう、展示はリノベーションを想定

したプランになっています。新築だけ

でなく、5,000万戸以上と言われる既

存住宅ストックの活用を可能にするた

め、LIXILはメーカーならではの多様な

商品展開によって、リノベーションを支

えます。

展示空間とエレメントの紹介　
■ アプローチ：「縦型ルーバー」（参考

品）、「パッシブクーリングウォール」（参

考品）

庭と土間を区切るのは「縦型ルーバー」

による大型引き戸です。戸を開け放つ

ことによって外部と半屋外空間をつな

げたり、ルーバーの角度を調整して、日

射や通風のコントロールを行います。

また、ルーバーを縦型にすることで外界

からの視線のコントロールが可能になり

ます。外部の状況に応じて視界を遮っ

たり開放したりすることができ、プライバ

シーを確保しながら、近隣との関係性を

つくり出すことができます。近年まで日

本のまち並みが持っていた曖昧さ、柔ら

かさが、温かい人間関係を生み出します。

塀は「パッシブクーリングウォール」とい

う保水蒸散機能を有する素材で構成。

打ち水のような効果をもたらします。

■ 土間（半屋外空間）：「囲炉裏 キッチン

＆テーブル」（参考品）、「Foam Spa」、

「EDS」（参考品）

住宅の一部を内でもない外でもない半

屋外とすることによって、新たな暮らし

方を提案します。

かつての日本家屋では一般的な間取り

として存在した土間を、これからの日本

人の暮らしにふさわしく、よみがえらせま

した。土間の床面は「パッシブクーリン

グウォール」同様、打ち水効果のあるタ

イルが敷き詰められています。

土間の中央で目を引くのが「囲炉裏 

キッチン＆テーブル」。一見、奇天烈に

思える囲炉裏ですが、大型陶板のテー

ブルとシンク、これに汎用性の高いタ

ワー水栓を組み合わせることで、人が

集う、新たなアイコンとなる可能性を秘

めています。調理や食を通じて家族や

友人が集い、語らい、楽しい時間を土間

で過ごすことができる。伊東豊雄氏と

LIXILが提案するこれからの日本人の暮

らし方です。

これまでクローズな場であったバス

ルームも、半屋外のオープンスペース

に持ち出すことで、露天風呂の開放

感を味わうことができます。「Foam 

Spa」 は、微細かつクリーミーな泡（ベル

ベット・フォーム）で、一般的な泡風呂（バ

ブル）とは質感も機能も全く異なります。

メレンゲのような泡は保温性が高く湯

気が立ちにくいことから、浴室以外での

入浴も可能にしました。泡は白く、透け

ないため、浴室だけでなく居室や半屋

外でも気兼ねなく入浴できます。当会

場では「Foam Spa」やトイレ、シャワー

ブースは室内と連続した縁側上に配置

されています。

縁側を構成するのが「EDS（Ecology 

Diversity Synergy）」。EDS研究所・石

井幸男氏が長年研究してきたインド実
じっ

竹
ちく

を使用し、煤
すす

竹
だけ

のような風合いを持つ

高強度・高精度の加工技術です。半

屋外を自然素材でつくることにより、外

部とも自然なつながりが生まれる空間づ

くりが可能になります。

■ 室内（リビング）：「サーモスⅡ」、「コン

パクトキッチン」（参考品）

日常生活を営むためのリビングスペー

スは、ミニマムな「コンパクトキッチン」

とリビング、寝室で構成されます。

住宅全体を漠然と空調するのではなく、

半屋外と室内に分けて室内側を高気

密・高断熱の「サーモスⅡ」でしっかり

コントロールすることによって、エネル

ギー消費を最低限に抑えることができ

ます。さらに、「サーモスⅡ」ならではの

視界の広さにより、室内空間と半屋外

空間が一体空間のような広がりを感じる

ことができます。

■ 蔵：「ココエコ」、「エコカラット」

懐かしい未来の家を想定し、蔵と呼ば

れるスペースを提案しています。人と

つながり、集う土間という考え方に対応

し、プライベートな趣味や思考など“籠

もれる”空間となっています。内部は断

熱リフォーム工法「ココエコ」と、調湿建

材「エコカラット」により、温熱のみなら

ず防音効果や調湿性も高く、快適な環

境が保たれています。これをリフォー

ムによって実現することが可能です。

最後に
今回の「HOUSE VISION 2013 TOKYO 

EXHIBITION」では、蔵の中で伊東豊雄

氏の解説映像を流しています。伊東氏

は3・11以降の私たち日本人を取り巻

く環境の変化と、それに対するこれか

らの暮らしや住まいへの考え、それを踏

まえた今回の展示への思いを語ってい

ます。来場された方はほとんど、この

蔵に留まり、映像に見入って下さいまし

た。（なお期間中、伊東氏は今年の米プリツ
カー建築賞を受賞されました。LIXILは受賞を

心からお祝いいたします。）

また、会場では期間中毎日、隈研吾氏

や伊東氏を始めとする建築家やクリエ

イター、企業代表などによるトークセッ

ションが開催され、社会への問題提起

やこれからの暮らし、住まいへの思いを

語り、それを聞きに若手の設計者やデ

ザイナー、学生が詰めかけ、盛況を呈し

ました。

私どもは今回、伊東豊雄氏や原研哉

氏、さらに生活感度の高いお客さまと接

する機会に恵まれたことに感謝し、これ

からも暮らしや住まいを支えるエレメン

トをつくり、お届けしていきたいと考え

ています。

5

6

7

8

10

11　縁側は煤竹のような風合いを持つ「EDS」で
構成：土間は打ち水効果のあるタイルを使用
12　リビングスペース［写真12：©HOUSE VISION　
photos by LIXIL co.］
13　蔵
［写真11・13：©HOUSE VISION　photos by Nacása 
＆ Partners Inc.］

5・6　展示はマンションのリノベーションを想定：
5はリノベーション前、6はリノベーション後のイ
メージ図［写真5・6：©HOUSE VISION　design 
by 株式会社日本デザインセンター 原デザイン研
究所］
7　囲炉裏［写真7：©HOUSE VISION　photos 
by LIXIL co.］
8　居室と連続した水まわり空間
9　水まわり空間から土間を見る：手前に見えるの
は「Foam Spa」
10　縦型ルーバーによる大型引き戸が内と外の多
様な関係性をつくり出す
［写真8─10：©HOUSE VISION　photos by Nacása 
＆ Partners Inc.］

9

11

12

13
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■施工事例URL■　
http://iinavi.inax.lixil.co.jp/project/example/ken/application/post_207/ 

■施工事例URL■　
http://iinavi.inax.lixil .co.jp/project/example/ken/application/
nakanocentralparksouth/

■施工事例URL■　
http://iinavi.inax.lixil.co.jp/project/example/set/application/post_147/

■施工事例URL■　
http://iinavi.inax.lixil.co.jp/project/example/set/application/post_144/

施工事例 index LIXILからのご案内 ギャラリー┼イベント
http://www1.lixil.co.jp/culture/

LIXIL出版 新刊案内
http://www1.lixil.co.jp/publish/
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［LIXILギャラリー｜東京］
所在地：東京都中央区京橋3─6─18 
LIXIL：GINZA 2階
Tel：03─5250─6530
開館時間：10：00─18：00
休館日：ビル工事のため8月末まで休廊、
夏休み、年末年始

［LIXILギャラリー｜大阪］
所在地：大阪府大阪市中央区
久太郎町4─1─3 伊藤忠ビル1階
LIXIL大阪水まわりショールーム内
Tel：06─6733─1790
開館時間：10：00─17：00
休館日：水曜日、夏休み、年末年始

［INAXライブミュージアム］ 
所在地：愛知県常滑市奥栄町1─130
Tel：0569─34─8282
開館時間：10：00─17：00

（入館は16：30まで）
休館日：第3水曜日（祝日の場合は
翌日）、夏休み、年末年始
共通入館料：一般；600円、
高・大学生；400円、
小・中学生；200円

LIXIL BOOKLET 『集落が育てる設計図─アフリカ・インドネシアの住まい』
執筆：藤井明　定価：1,890円［税込、好評発売中］

LIXIL BOOKLET『中谷宇吉郎の森羅万象帖』
執筆：福岡伸一、中谷芙二子、神田健三　定価：1,890円［税込、好評発売中］

『建築映画 マテリアル・サスペンス』
執筆：鈴木了二　定価：2,940円［税込、好評発売中］

現代建築家コンセプト・シリーズ14
『吉良森子：これまで と これから 建築をさがして』
執筆：吉良森子　定価：1,890円［税込、好評発売中］

10＋1 WEB SITE 　http://10plus1.jp/
建築・都市を巡るサイトです。建築写真アーカイブ、
建築関連書籍、イベントの紹介、特集などを毎月更新しています。

10＋1 ＤＡＴＡＢＡＳＥ　http://db.10plus1.jp/
雑誌『10＋1』の全記事について検索できます。

LIXILギャラリー│大阪
建築とデザインと
その周辺をめぐる巡回企画展

中谷宇吉郎の森羅万象帖展
会期：開催中、5月30日［木］まで
「雪は天から送られた手紙である」とい
うフレーズで知られる科学者・中谷宇
吉郎。研究の軌跡を年代順に追いなが
ら、貴重な記録写真やアルバムなどを通
して科学に対する姿勢を紹介します。

INAXライブミュージアム
土・水・火、ものづくりと
生活文化をつなぐ企画展

大竹伸朗「焼憶」展
会期：開催中、6月9日［日］まで
会場：世界のタイル博物館 企画展示室
入館料：共通入館料で観覧可
国内外で幅広く活躍する美術家・大竹
伸朗による展覧会。絵やスケッチ、写真
など、これまでの作品を転写したタイル

や、すでに役割を終えたやきもの製品の
試作品などを素材とした立体作品を制
作・展示します。

秋田県立美術館 特別養護老人ホーム 遠州の園

NAKANO CENTRAL PARK SOUTH同志社女子大学・栄光館

設置するなど、細部にまで気配りされています。
■建築概要■
所在地：静岡県磐田市大久保891─13｜規模：地上3階｜構造：RC造｜工
期：2010.9─2011.9｜設計：公共設計｜施工：須山建設

遠州の園は、特別養護老人
ホーム、ショートステイ、デイ
サービスの機能を備えた福祉
施設です。各室共に、入居者
ができるだけ自立した日常生活
ができるよう、バリアフリーに配
慮した設備が取り入れられてい
ます。また、多目的トイレはオス
トメイトなどを備えたフルスペッ
ク仕様。便器には背もたれを

旧県立美術館の屋根のイメー
ジを継承し、新美術館は三角形
をデザインモチーフにした打放
しコンクリートの建築です。ト
イレ空間も外観のイメージに合
わせ、シンプルですっきりとまと
められています。洗面器や水
栓金具など、シンプルかつデザ
イン性の高い機器が採用され
ました。多目的トイレはベビー
シートやオストメイトも設置され、さまざまな利用者に対応しています。
■建築概要■
所在地：秋田県秋田市1─4─1｜規模：地下1階、地上3階｜構造：RC造｜工
期：2010.11─2012.6｜設計：安藤忠雄建築研究所｜施工：清水建設

「中野四季の森公園」の緑に囲
まれて建つオフィスビルです。
2層吹抜けのエントランスホー
ルの壁面には、竹林をイメージ
したテラコッタルーバーが採用
されています。白磁に青磁色
の濃淡を付け、厚い釉薬を施
した貫入入りのやきものらしい
ルーバーは、断面にも幅にも変
化を持たせています。光の屈
折や映り込みによって刻々と表情を変える、豊かな空間が実現しました。
■建築概要■
所在地：東京都中野区4─10─2｜規模：地下1階、地上22階｜構造：地下；
RC造（一部、SRC造）、地上；S造｜工期：2010.6─2012.5｜設計：KAJIMA 
DESIGN｜施工：鹿島建設東京建築支店

1932年竣工の建築家・武田
五一設計による同志社女子大
学・栄光館。その外壁煉瓦タ
イルとエントランス庇先端のテ
ラッコッタが2011年、改修さ
れました。素材の再現にあたっ
ては、キャンパスの既存棟と違
和感なく馴染むことを重視し、
釉薬に“汚し”を加え、品質・精
度の向上と共に、素材の風合い

■施工事例URL■　
http://www.nelsis.jp/works/school/01_15.htm

山口大学は2015年の創基
200周年に向け、改修工事が急
ピッチで進められています。そ
の一貫として2010年、それま
での青空駐輪場がアルミ製屋
根の雨がかりのない快適な駐
輪場に生まれ変わりました。Y
字型に組まれたサイクルポート
は、建築基準法対応商品。シャ
イングレーのアルミフレームに
半透明の屋根が美しく、周囲にも馴染んだ新たな景観を創出しています。
■建築概要■　
所在地：山口県山口市吉田1677─1｜施主：国立大学法人山口大学

山口大学  吉田キャンパス

■施工事例URL■　
http://www.nelsis.jp/works/traffic/01_10.htm

東京都葛飾区にあるJR新小
岩駅と東北広場を結ぶ連絡通路
「スカイデッキたつみ」が完成
しました。幅8m、長さ140m
の歩行者デッキには一部にアー
チ屋根が架けられ、雨の日も濡
れずに移動できるようになりま
した。また、階段部のサポー
トレールは、子どもから高齢者
にまで対応できる2段タイプ。
デッキ一帯には歩行者に優しいユニバーサルデザインが施されています。
■建築概要■　
所在地：東京都葛飾区新小岩1｜施主：葛飾区役所都市整備部道路建設課 

と微妙な色調を追求しました。創建時の格調高い雰囲気がよみがえりました。
■建築概要■　
所在地：京都府京都市上京区今出川通寺町西入ル玄武町602─1｜規模：地下
1階、地上3階｜構造：RC造｜工期：2010.11─2011.11｜改修設計：類設計
室｜改修施工：ミラノ工務店

新小岩駅東北広場

2013年新商品のご案内
眺望性・断熱性に優れ、快適な窓辺を実現する断熱窓「サーモスⅡ」、さまざまなトイ
レ空間に調和する3タイプのモデルを取り揃えたタンクレストイレ「サティス」など、
2013年の新商品を多数ラインナップいたしました。また全国のLIXILショールーム
で、5月31日［金］まで新商品フェアを開催しておりますので、この機会にぜひ、お
立ち寄りください。
http://www1.lixil.co.jp/lineup/new/

「LIXILデザインコンテスト2012」受賞作品決定
応募総数465点の中から、一次、二次（公開）と厳正な審査を経て、金賞「六甲の住
居」の他、銀賞、銅賞、審査委員特別賞、入賞など計19点が決定しました。審査は
木下庸子氏（建築家・審査委員長）、内田繁氏（インテリアデザイナー・審査委員）
西沢立衛氏（建築家・審査委員）、小田方平（LIXIL総合技術研究所所長）で行われ
ました。上位賞受賞作品は以下です。なお、受賞作品を掲載した優秀作品集は、7
月に刊行予定です。
http://www.lixil.co.jp/design-contest/

●金賞：「六甲の住居」島田陽建築設計事務所／島田 陽
●銀賞：「重ねの家」木島千嘉建築設計事務所＋O.F.D.A.／木島千嘉
●銀賞：「沼袋の集合住宅」suppose design office／谷尻 誠
●銅賞：「岡上の家」株式会社アーツ＆クラフツ建築研究所／杉浦伝宗
●銅賞：「白馬の山荘」仲建築設計スタジオ／仲 俊治
●銅賞：「町─building」UID／前田圭介

六花の結晶
（人工雪）
［提供：U.N.Limited］

大竹伸朗
による転写
タイル作品

（一部）

上─『建築映画 マテリアル・サスペンス』　
下─現代建築家コンセプト・シリーズ 14

『吉良森子：これまで と これから 建築をさがして』

左─銅賞「岡上の家」［写真：株式会社アーツ＆クラフツ建築研究所］、
中─銅賞「白馬の山荘」［写真：鳥村鋼一］、右─銅賞「町─ building」［上田宏］

金賞「六甲の住居」［写真：鈴木研一］

左─銀賞「重ねの家」［写真：上田宏］、右─銀賞「沼袋の集合住宅」［写真：矢野紀行］
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あ
な
た
は
あ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
僕
ら
を

見
て
、
何
か
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
る
熱
い

人
た
ち
が
い
る
な
っ
て
感
じ
て
、
僕
が
「
退
屈

し
て
た
」
こ
と
に
す
ご
く
驚
い
た
み
た
い
だ
っ

た
け
れ
ど
、
本
当
に
退
屈
し
て
た
ん
で
す
。
旅

行
す
れ
ば
、
旅
行
し
て
い
る
あ
い
だ
は
そ
の
退

屈
が
ま
ぎ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
も
キ

レ
イ
で
安
全
な
と
こ
ろ
に
旅
行
す
る
と
、
や
っ

ぱ
り
退
屈
す
る
恐
れ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

て
（
笑
）、
キ
タ
ナ
く
て
、
危
な
い
と
こ
ろ
に
行

き
た
か
っ
た
。
な
ぜ
退
屈
し
た
か
に
は
、
時
代

と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
個
人
的
事
情
も
あ
り

ま
し
た
。
七
〇
年
代
末
は
、「
す
べ
て
も
う
語

り
つ
く
さ
れ
て
る
」
っ
て
い
う
空
気
が
と
て
も

強
か
っ
た
時
代
で
し
た
。
六
〇
年
代
の
学
生
運

動
盛
ん
な
熱
い
時
代
が
過
ぎ
て
、
建
築
に
限
ら

ず
、
文
学
で
も
思
想
で
も
、「
全
部
誰
か
が
す

で
に
や
っ
ち
ゃ
っ
て
る
」
感
が
と
て
も
強
か
っ

た
。
特
に
こ
の
日
本
で
は
、
磯
崎
新
さ
ん
が
、

こ
の
「
や
ら
れ
て
る
感
」
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
で
、「
こ
れ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
引

用
し
か
な
い
」
み
た
い
な
こ
と
を
、
反
論
し
よ

う
の
な
い
知
的
説
得
力
で
も
っ
て
、
若
者
達
に

も
吹
き
込
ん
で
い
て
、「
も
う
や
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
無
力
感
は
強
ま
る
ば
か
り
で
し

た
。「
や
る
こ
と
な
い
な
ら
、
危
な
い
旅
行
で

も
す
る
か
」
っ
て
感
じ
で
…
。

個
人
的
事
情
と
い
う
の
は
父
親
で
す
ね
。
あ

な
た
も
あ
の
晩
に
出
会
っ
た
父
親
は
、
明
治

四
十
二
年
の
生
ま
れ
で
、
僕
は
四
十
五
の
時
の

子
供
だ
か
ら
何
し
ろ
こ
わ
く
て
、「
お
ま
え
は

何
を
や
っ
て
も
雑
で
、
キ
タ
ナ
イ
」
と
小
さ
い

頃
か
ら
い
わ
れ
続
け
て
き
た
。
こ
っ
ち
も
反
発

し
て
、「
上
等
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
に
い
う
な

ら
キ
レ
イ
な
方
に
は
絶
対
い
か
な
い
ぞ
」
と
、

心
の
中
で
強
が
る
一
方
で
、
キ
レ
イ
じ
ゃ
な

い
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
な
い
世
界
、
人
生
っ
て
ど

ん
な
も
の
か
は
全
然
見
え
て
な
か
っ
た
。
と
り

あ
え
ず
キ
レ
イ
な
も
の
に
対
す
る
反
発
と
自
分

の
粗
さ
、
雑
さ
へ
の
無
力
感
だ
け
が
あ
っ
て
、

何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

危
な
い
旅
の
理
想
は
、
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ

ン
ボ
ー
で
し
た
。
詩
を
捨
て
て
、
ア
フ
リ
カ
の

砂
漠
で
錠
の
貿
易
を
や
っ
て
、
最
後
は
三
十
七

才
で
、
足
の
病
気
に
か
か
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

わ
け
で
す
。
ラ
ン
ボ
ー
は
一
種
の
天
才
で
、
詩

で
は
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、

砂
漠
に
行
く
わ
け
で
す
が
、
こ
っ
ち
は
逆
に
、

何
も
や
っ
て
い
な
い
、
や
り
は
じ
め
て
も
い
な

い
の
に
砂
漠
に
あ
こ
が
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

お
め
で
た
す
ぎ
ま
し
た
（
笑
）。

二
〇
一
三
年
二
月
一
二
日

　

隈
研
吾
様

こ
ん
に
ち
は
ク
マ
サ
ン
。

お
か
し
な
こ
と
に
、
こ
の
往
復
書
簡
を
始
め

て
か
ら
ク
マ
さ
ん
と
突
然
会
う
こ
と
が
増
え
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
チ
リ
に
続
い
て
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
で
も
偶
然
会
っ
て
、
お
ま
け
に
帰
り
の

飛
行
機
の
席
ま
で
隣
同
士
で
し
た
。
ク
マ
さ
ん

が
席
に
つ
く
な
り
、
長
い
手
足
を
折
り
た
た
ん

で
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
紙
を
ひ
ろ
げ
て
何
か
書

き
始
め
る
の
を
、
私
は
朝
早
く
て
、
ボ
ー
っ
と

し
た
頭
で
見
て
い
ま
し
た
。
ク
マ
さ
ん
は
こ
う

や
っ
て
膨
大
な
仕
事
量
を
こ
な
し
て
い
く
ん
だ

と
、
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

ク
マ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
こ
わ
か
っ
た
と
い

う
の
は
意
外
で
す
。
実
は
私
が
あ
の
晩
、
一
番

印
象
深
く
覚
え
て
い
る
の
は
ク
マ
さ
ん
の
お
父

さ
ん
で
す
。
と
い
っ
て
一
瞬
お
会
い
し
た
だ
け

で
、
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
く
ら
い
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
す
ご
く
信
頼
で
き
る
大
人
の

人
と
い
う
印
象
で
し
た
。
ク
マ
さ
ん
へ
の
大
き

な
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。
つ
い
で
に
私
の
父
親

に
つ
い
て
言
え
ば
、
無
口
で
何
も
言
わ
な
い
人

で
し
た
。
だ
め
と
言
わ
れ
た
の
は
一
度
だ
け
。

大
学
の
入
試
で
第
一
志
望
に
落
ち
て
浪
人
し
よ

う
と
し
た
時
に
止
め
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
す
。

自
分
勝
手
な
人
で
し
た
が
、
他
人
を
全
く
束
縛

し
な
い
人
で
し
た
。

バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
は
、
お
金
持
ち
の
家
も
貧
乏

人
の
家
も
、
同
じ
よ
う
な
波
板
で
仕
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
カ
テ
ド
ラ
ル
で
す
ら
同
じ
で

す
。
す
ご
い
斜
面
に
建
て
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ

大
き
さ
に
分
割
さ
れ
る
。
だ
か
ら
普
通
の
街
の

よ
う
に
、
あ
あ
こ
こ
が
高
級
住
宅
街
で
こ
こ
が

貧
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

事
実
、
斜
面
の
一
番
上
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
ら
、
こ
の
あ
た
り
は
一
番
貧
乏
な
人
た

ち
の
エ
リ
ア
で
、
あ
ん
ま
り
立
ち
入
ら
な
い
ほ

う
が
い
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
外
か
ら
見

る
限
り
他
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
に
見
え
ま
し
た
。

そ
し
て
な
に
よ
り
こ
の
間
も
書
き
ま
し
た
が
、

三
〇
万
人
の
町
全
体
が
見
え
て
把
握
で
き
る
の

が
本
当
に
驚
き
で
す
。
で
も
確
か
に
ク
マ
さ
ん

が
言
う
よ
う
に
、
整
え
感
が
あ
る
と
言
え
ば
そ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
昔
見
た
ア
ジ
ア
の

街
の
整
理
さ
れ
て
な
い
ラ
イ
ブ
感
み
た
い
な
も

の
が
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
が
初
め
て
ア
ジ
ア
の
町
を
訪
ね
た
の
は

三
十
年
く
ら
い
前
で
す
。
バ
リ
に
行
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
詳
し
く
知
ら
な
い
で
友
達
に
つ
い

て
い
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
興
奮
し
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
何
も
見
え
な
い
薄
暗
い
道
に
女

の
人
の
頭
の
上
に
重
ね
ら
れ
た
極
彩
色
の
飾
り

物
だ
け
が
浮
か
び
上
が
っ
て
美
し
か
っ
た
し
、

真
っ
暗
な
中
に
音
楽
が
鳴
り
響
い
た
り
。
そ
れ

か
ら
何
カ
国
か
ア
ジ
ア
の
国
を
訪
ね
ま
し
た
。

私
は
退
屈
は
し
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
ど
う
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
、
ア
ジ
ア
に
行
っ
た

り
、
多
木
浩
二
さ
ん
の
ゼ
ミ
に
通
っ
た
り
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。寒

い
寒
い
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
あ
と
、
い
く

つ
か
の
街
に
行
き
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

は
街
を
囲
む
美
し
い
水
面
が
ほ
と
ん
ど
全
て
凍

り
つ
い
て
い
て
、
歩
く
の
も
や
っ
と
と
い
う
感

じ
で
し
た
が
、
南
に
移
動
す
る
と
人
々
が
春
の

気
配
を
喜
ん
で
ま
だ
少
し
寒
い
広
場
で
食
事
を

し
て
い
て
、
次
に
行
っ
た
街
で
は
、
朝
夕
海
が

満
ち
引
き
す
る
た
め
に
ド
ロ
ド
ロ
の
地
面
か
ら

木
で
少
し
床
レ
ベ
ル
が
上
げ
ら
れ
た
小
屋
で
生

活
す
る
人
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
先
週
は
、
い

ろ
い
ろ
な
時
代
の
教
会
が
並
ん
で
作
る
丘
の
上

の
広
場
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
は
さ
っ
き

早
朝
の
シ
ャ
ル
ジ
ャ
に
着
き
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
陽
が
あ
が
っ
て
き
て
、
街
が
徐
々
に
見
え
始

め
て
い
ま
す
。
大
音
量
の
ア
ザ
ー
ン
が
流
れ
始

め
ま
し
た
。
今
さ
ら
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
所

を
移
動
し
て
い
る
と
、
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な

街
が
あ
っ
て
、
同
時
に
同
じ
人
間
が
い
ろ
い
ろ

な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
に
な
り
、

す
ば
ら
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

昨
日
の
夕
方
事
務
所
を
出
る
少
し
前
に
、
二

川
幸
夫
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
い
で
す
。

百
二
十
歳
ま
で
や
る
こ
と
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ら
し
た
の
に
残
念
で
す
。
時
々
二

川
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
と
、
顔
に
ぎ
ゅ
っ
と

力
を
い
れ
て
、
こ
ぶ
し
を
に
ぎ
り
し
め
て
、
や

る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
い
つ
か
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
三
月
一
二
日
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妹
島
和
世
様

秘
密
を
ば
ら
し
ま
す
。
僕
は
あ
な
た
の
隣
で

こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
エ
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
A.
M.
六
時
四
十
五

分
発
、
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー
ル
行
き
の
便
、
あ
な

た
の
ヒ
ザ
に
は
昨
日
の
晩
か
ら
気
に
な
っ
て
い

る
、
濃
紺
の
ツ
イ
ー
ド
の
コ
ー
ト
。「
そ
れ
ど

こ
の
」、「
う
ち
の
お
か
あ
さ
ん
が
、
何
十
年

も
前
に
着
て
た
の
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
て
き
た

の
」。
何
十
年
前
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
こ
の

前
話
題
に
し
た
一
九
七
七
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

頃
だ
っ
た
り
し
て
…
。
ま
た
ま
た
時
間
が
揺
ら

ぎ
は
じ
め
た
。

こ
の
前
は
、
あ
な
た
と
、
赤
ワ
イ
ン
で
気
持

ち
よ
く
な
り
な
が
ら
、
チ
リ
の
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ

の
町
を
歩
き
ま
し
た
ね
。
崖
の
昇
り
降
り
に
使

う
不
思
議
な
「
公
共
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
に
詰
め

込
ま
れ
て
。
ち
ょ
っ
と
コ
ワ
い
思
い
も
し
た
。

あ
な
た
が
、
あ
の
雑
然
と
し
た
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ

が
好
き
だ
っ
て
い
う
の
が
と
っ
て
も
お
も
し
ろ

い
。
僕
は
あ
の
町
の
建
築
を
覆
っ
て
い
る
波
板

が
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
。
波
板
の

断
面
が
揃
い
す
ぎ
て
て
、
す
な
わ
ち
粒
子
が
見

事
な
ま
で
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、
ヤ

ラ
セ
感
が
強
す
ぎ
る
と
思
っ
た
。
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
キ
レ
イ
に
し
よ

う
っ
て
い
う
気
持
ち
が
出
す
ぎ
て
、
ヤ
ラ
セ
感

が
出
ち
ゃ
う
。

今
も
、
こ
ん
な
ふ
う
に
す
ぐ
、「
キ
レ
イ
す

ぎ
る
」
っ
て
僕
は
感
じ
る
、
悪
い
ク
セ
が
あ
り

ま
す
。
原
広
司
先
生
と
ア
フ
リ
カ
調
査
に
行
っ

た
、
一
九
七
七
年
の
頃
よ
り
、
こ
の
ク
セ
、
病

は
悪
化
し
て
い
る
。
ハ
ラ
ケ
ン
を
受
け
る
理
由

は
、
ハ
ラ
さ
ん
か
ら
学
び
た
い
な
ん
て
い
う
殊

勝
な
も
の
で
は
全
然
な
く
て
、
要
す
る
に
、
キ

タ
ナ
く
て
、
危
な
い
と
こ
ろ
に
旅
行
し
た
か
っ

た
ん
で
す
ね
。
ハ
ラ
ケ
ン
が
そ
う
い
う
場
所
を

集
落
調
査
と
称
し
て
、
旅
行
す
る
研
究
室
だ
っ

て
こ
と
を
聞
い
て
て
、
そ
の
旅
行
が
し
た
い
一

心
だ
っ
た
。

危
な
い
旅
の
理
想
は
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー

新
・
建
築
家
の
往
復
書
簡

│
2

原研究室の集落調査で、サハラ砂漠横断中
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